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一般会計の歳出予算を市民一人分に換算してみよう

一般会計当初予算の推移

令和6年度の予算規模

一 般 会 計

令和６年度 佐賀市の予算
過去最大の1,121億円でスタート

歳　入
1,121億円

歳　出
1,121億円

自主財源
441.3億円

市税
319.3億円

民生費
464.6億円

教育費
139.2億円

総務費
117.7億円

公債費
94.2億円

衛生費
92.2億円

土木費
79.3億円

繰入金
49.1億円

地方交付税
184.0億円

国庫支出金
203.7億円

県支出金
137.7億円

交付金
84.0億円

市債
62.2 億円

諸収入
30.2億円

地方譲与税  8.1億円

その他  3.4億円

消防費  39.7億円

分担金および負担金
3.6億円

寄附金  18.0億円
使用料および手数料
17.7億円

依存財源
679.7億円

農林水産業費  37.1億円
商工費  25.8億円
災害復旧費  22.5億円 議会費  5.8億円

その他  2.9億円

民　生　費 20万4,100円
社会福祉、高齢福祉、児童福祉などに

教　育　費 6万1,100円
学校、幼稚園、社会教育などに

総　務　費 5万1,700円

3万4,800円

1万1,300円

1,300円

市役所の管理、運営、広報などに

公　債　費 4万1,400円
市債の元金償還と利子の支払などに

衛　生　費 4万500円
保健衛生、ごみ、し尿処理などに

土　木　費
道路、公園、河川の維持管理などに

消　防　費 1万7,400円
消防、救急、防災活動などに 

農林水産業費 1万6,300円
農林水産業の振興などに

商　工　費
商工業の振興などに

災害復旧費 9,900円
災害により受けた被害の復旧などに

議　会　費 2,600円
市議会の運営などに

そ　の　他

歳出予算1,121億円を、項目別に佐賀市の人口227,674人（令和6年2月末現在）
で割って、100円単位で四捨五入した金額です。
合計すると、一人当たり49万2,400円になります。

1,200

1,100

1,000

900

800

700

会　　計
一般会計

特別会計
国民健康保険
国民健康保険診療所
後期高齢者医療

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

1,121 億円
265億 3,000 万円
1億 1,900 万円
42億 5,600 万円
11億 4,500 万円
12億 1,600 万円

3,600 万円
7,900 万円

45億 9,400 万円
41億 9,900 万円
6億 7,400 万円
24億 4,200 万円

2,000 万円
1,700 万円
2,000 万円
2,700 万円

84億 8,400 万円
83億 5,800 万円
55億 4,900 万円
77億 5,600 万円
14億 6,000 万円
15億 3,800 万円
3億 4,600 万円
3億 6,100 万円

7.2
0.2

△ 7.0
10.9
8.9
9.5
5.9

△ 30.7
0.5
2.0

△ 19.6
△ 4.9
53.8
30.8
53.8
58.8
2.3
1.7
4.3
11.0
△ 4.2
△ 1.5
11.6
△ 1.4

自動車運送
（市営バス）

水道

工業用水道

下水道

富士大和
温泉病院

企業会計

当初予算額 前年度比

※端数処理をしています。

１
１
２
１
億
円

９
８
４
億
円

１
０
２
０
億
円

１
０
１
３
億
円

１
０
４
０
億
円

１
０
４
６
億
円

令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

・収益的収入および支出とは、一事業年度の経営活動に伴って発生する全ての
収益と費用をいいます。 
・資本的収入および支出とは、建物・施設の建設といった支出の効果が次年度
以降に及ぶものや企業債の元金償還などの費用と、その財源となる収入をい
います。

0

　
国
の
地
方
財
政
へ
の
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
、
社
会
保
障
関
係
経
費
や
人
件
費

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
地
方
が
住
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
、
子
ど
も
・
子
育
て

政
策
の
強
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題

に
対
応
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
で
き
る
よ
う
、
地
方
の
安
定
的
な
財

政
運
営
に
必
要
と
な
る
一
般
財
源
総
額
に

つ
い
て
、
前
年
度
と
同
水
準
を
確
保
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
経
済
状
況
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
を

乗
り
越
え
、
改
善
し
つ
つ
あ
り
、
高
水
準

の
賃
上
げ
や
企
業
の
高
い
投
資
意
欲
な

ど
、
前
向
き
な
動
き
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
賃
金
上
昇
は
物
価
上
昇
に
追

い
つ
か
ず
、
個
人
消
費
は
依
然
と
し
て
力

強
さ
を
欠
い
て
い
る
な
ど
、
地
域
経
済
の

回
復
は
い
ま
だ
途
上
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
健
全
な
財
政

運
営
に
配
慮
し
つ
つ
、
限
ら
れ
た
財
源
を

最
大
限
に
生
か
し
、「
佐
賀
ら
し
さ
」
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
佐
賀
の
良
い
と
こ
ろ

を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
市
民
の
皆
様
を
全

力
で
応
援
す
る
た
め
の
「
佐
賀
市
ま
る
ご

と
〝
全
力
応
援
予
算
〟」
と
し
て
編
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

過
去
最
大
の
額
と
な
っ
た
当
初
予

算
を
可
決
し
ま
し
た
。
予
算
は
、
議

決
し
て
終
わ
り
、
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
会
は
、
今
後
１
年
間
、
予
算
が
計

画
ど
お
り
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
常
に
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
事
業
の
進
み
具
合
や
効
果

を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
、
議
会
報
告
会
を
市
内
９
カ
所
で
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
報
告
会
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
議
会
や
市
に

伝
え
た
い
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
予
算
の
テ
ー
マ
は

　
予
算
編
成
の
背
景　

「
佐
賀
市
ま
る
ご
と

〝
全
力
応
援
予
算
〟」

議会
から
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5 4さが市議会だより第 85号（令和 6年 2月定例会） さが市議会だより第 85号（令和 6年 2月定例会）

議案等の審議結果議案等の審議結果
議案番号 議　　案　　名 概　　要　　等 結果

1 令和６年度一般会計予算 総額 １，１２１億円 可決
2 令和６年度国民健康保険特別会計予算 総額 ２６５億２，９７５万円 可決
3 令和６年度国民健康保険診療所特別会計予算 総額 １億１，９４０万円 可決
4 令和６年度後期高齢者医療特別会計予算 総額 ４２億５，５７５万円 可決
5 令和６年度自動車運送事業会計予算（市営バス） 可決
6 令和６年度水道事業会計予算 可決
7 令和６年度工業用水道事業会計予算 可決
8 令和６年度下水道事業会計予算 可決
9 令和６年度富士大和温泉病院事業会計予算 可決

10 ※ 令和５年度一般会計補正予算（第 11 号） △３４億３，２３５万円 可決
11 ※ 令和５年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 補正額 ９，１９５万円 可決
12 ※ 令和５年度国民健康保険診療所特別会計補正予算（第３号） 補正額 △１，０４８万円 可決
13 ※ 令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 補正額 △３，９２７万円 可決
14 ※ 令和５年度自動車運送事業会計補正予算（第２号）（市営バス） 可決
15 ※ 令和５年度水道事業会計補正予算（第２号） 可決
16 ※ 令和５年度下水道事業会計補正予算（第２号） 可決
17 ※ 令和５年度富士大和温泉病院事業会計補正予算（第１号） 可決

18 職員定数条例の改正 本庄こども園の運営を開始するため職員の定数の変更
等を行う 可決

19 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等の
改正

地方自治法の一部改正により会計年度任用職員に対する勤勉
手当の支給が可能となったことを踏まえ、会計年度任用職員
に支給する勤勉手当について定める

可決

20 消防団員等公務災害補償条例の改正 非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部
改正に伴い、損害補償の補償基礎額を改定する 可決

21 個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の
改正

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律の一部改正に伴い、引用している規定の見直し等を行う 可決

22 やまびこの湯条例の改正 佐賀市やまびこの湯の使用料の適正化を図るため、入館料を改定する 可決

23 桜基金条例を廃止する条例 桜苗木購入に充てるため設置した桜基金の全部を処分
することに伴い、同基金を廃止する 可決

24 漁港管理条例及び風致地区内における建築等の規制に関
する条例の改正

漁港漁場整備法の一部改正に伴い、引用している法律
の名称を変更する 可決

25 空家空地等の適正管理に関する条例の改正 適切な管理が行われていない空家空地等に対する措置
の拡充等を行う 可決

26 手数料条例の改正 既存建築物の大規模修繕等に対する制限の適用除外の
認定申請に係る手数料を定める 可決

27 市営住宅条例の改正 春日丘団地を廃止する 可決
28 ※ 手数料条例の改正 戸籍法等事務に係る各手数料を定める 可決

29 国民健康保険税条例の改正 佐賀県が提示した標準保険税率を参考に国民健康保険
税の税率等を改定する 可決

30 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の改正

特定教育・保育施設および特定地域型保育事業ならびに特定
子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の一部改正に
伴い、重要事項を閲覧に供する方法の追加等を行う

可決

31 公民館条例の改正 西川副公民館の改築に伴い、公民館の位置及び使用料を定める 可決

32 学校給食センター設置条例の改正 三瀬地区の小中学校の給食センターを富士学校給食センターに
変更することに伴い、三瀬学校給食センターを廃止する 可決

33 自動車運送事業の設置等に関する条例等の改正 地方自治法の一部改正に伴い、引用している条項を変更する 可決

34
水道事業給水条例及び水道事業における布設工事監督者を配
置する水道の布設工事並びに布設工事監督者及び水道技術管
理者の資格を定める条例の改正

水道法等の一部改正により同法の所管が厚生労働大臣から国土交通
大臣および環境大臣に変更されることに伴い、所要の改正を行う 可決

35 三神地区環境事務組合規約の変更 三養基郡町村会の名称が佐賀東部町長会に変更された
ことに伴い、三神地区環境事務組合規約を変更する 可決

36 字の区域の変更及び設定 鍋島町大字蛎久、大字鍋島および大字森田の区域の一
部において、字の区域の変更および設定をする 可決

37 市道路線の認定 住吉神社西３号線ほか７路線 可決
38 諸富町公民館新築（建築）工事請負契約の締結 大洋・富士特定建設工事共同企業体 可決
39 諸富文化体育館空調設備等改修工事請負契約の一部変更 契約金額を383万9千円増額 可決
40 財産の取得 令和６年度小学校教師用指導書及びデジタル教科書 可決
41 専決処分（令和５年度佐賀市一般会計補正予算（第 10 号 )) 承認

42 ～ 65 佐賀市農業委員会委員の任命 24 名 同意
諮問１～４ 人権擁護委員候補者の推薦 4 名 異議なし
請願１ 健康保険証の存続を求める請願書 不採択
請願２ 国民健康保険税の減額を求める請願 不採択
水色で着色した議案等は、賛否が分かれたものです。左ページに詳細を掲載しています。	
※は２月２９日に議決、その他は３月１９日に議決	

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
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い
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同
意

し
ま
し
た
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（
議
案
42
～
65
）

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

異
議
な
き
旨
答
申
し
ま
し
た
。（

諮
問
１
～
４
）
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飯い
さ
か
り盛　
秀ひ
で
と
し俊 
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▼

鵜う
い
け池　
隆た
か
き喜 

氏

▼

江え
ぐ
ち口　

典の
り
ひ
ろ弘 

氏

▼

大お
お
ぞ
の園　

敏と
し
あ
き明 

氏

▼

蒲か
も
は
ら原　
　
茂し
げ
る 

氏

▼

北き
た
む
ら村
タた

つ

こ
ツ
子 

氏

▼

式し
き
ま
ち町　

　
弘ひ
ろ
む 

氏

▼

田た
な
か中　

郁い
く
こ子 

氏

▼

千ち
わ
た綿

文ぶ
ん
た
ろ
う

太
郎 

氏

▼

長な
が
お尾　
貞さ
だ
ふ
み文 

氏

▼

永な
が
ふ
ち渕　
　
昭あ
き
ら 

氏

▼

中な
か
や
ま山　

　
光ひ
か
る 

氏

▼

御み
く
り
や厨　
秀ひ
で
き樹 

氏

▼

藤ふ
じ
の野　

真し
ん
や也 

氏

▼

栗く
り
は
ら原
大だ
い
じ
ろ
う

次
郎 

氏

▼

大お
お
い
し石　

弥や
よ
い生 

氏

▼

布ぬ
の
う
え上　
直な
お
み
ち道 

氏

▼

野の

だ田　
政ま
さ
み
つ光 

氏

▼

野の

だ田　
悦よ
し
の
ぶ伸 

氏

▼

平ひ
ら
お尾　

泰や
す
ひ
ろ弘 

氏

▼

藤ふ
じ
の野　
兼か
ね
は
る治 

氏

▼

増ま
す
だ田　
政ま
さ
は
る治 

氏

▼

宮み
や
ざ
き﨑　

和か
ず
ひ
こ彦 

氏

▼

八や
つ
ぎ次　
　
正た
だ
し 

氏

▼

山や
ま
だ田　

　
敦あ
つ
し 

氏

▼

山や
ま
だ田　
　
智さ
と
し 

氏

▼

山や
ま
だ田　
道み
ち
は
る春 

氏

▼

吉よ
し
だ田　

和か
ず
ふ
み文 

氏

人　

事

　
令
和
６
年
２
月
定
例
会
は
２
月

27
日
に
開
会
し
、
３
月
19
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
緊
急
な

措
置
を
要
す
る
事
業
の
ほ
か
、
国

の
予
算
措
置
に
呼
応
し
た
事
業
や

決
算
見
込
み
等
に
よ
る
補
正
で

す
。
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

・
令
和
５
年
７
月
豪
雨
災
害
の
復

旧
事
業
関
連
で
、
本
年
度
予
算
で

対
応
で
き
な
い
部
分
を
翌
年
度
予

算
で
対
応
す
る
た
め
の
減
額

・
企
業
立
地
支
援
事
業

製
造
業
や
事
務
系
企
業
等
の
立
地

を
奨
励
し
、
産
業
の
振
興
お
よ
び

雇
用
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
市
内
に
進
出
し

た
企
業
に
対
し
、
設
備
の
導
入
等

に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
も
の

　
補
正
予
算
の
総
額
は
約
34
億

３
２
０
０
万
円
の
減
額
で
、
補
正

後
の
令
和
５
年
度
予
算
総
額
は
約

１
１
６
０
億
６
９
０
０
万
円
と
な

り
、前
年
度
同
期
と
比
べ
３
・
６
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
は
令
和
５
年
度
に
比
べ
75
億

円
、
７
・
２
％
増
の
１
１
２
１
億

円
と
な
り
ま
し
た
。

（
詳
細
は
P
２
・
３
、
P
６
〜
８
）

令和６年２月定例会の概要

議決した案件の内訳
●当初予算案　　９件 ●補正予算案　８件 ●条例案　　１７件 ●一般　　　　７件
●人事（同意案）２４件 ●人事（諮問）４件 ●請願　　　　２件 　合計　　　７１件

賛否が分かれた議案等の採決結果
賛成：○　　反対：●　　退席：退　　欠席：欠

市…市民共同
（山口弘展議員は議長のため、採決に加わっていません。）

会派等 自民さが ネットワーク佐賀 緑楠自民 自民政進会 公明党 自民清流 市

氏　名

江
頭
　
弘
美

川
副
龍
之
介

西
岡
　
義
広

千
綿
　
正
明

松
永
　
幹
哉

宮
﨑
　
　
健

江
原
　
新
子

川
﨑
　
健
二

稲
葉
　
嵩
広

山
田
誠
一
郎

松
永
　
憲
明

久
米
　
勝
也

富
永
　
明
美

江
口
　
善
己

藤
田
　
佳
典

重
田
　
音
彦

実
松
　
尊
信

黒
田
　
利
人

中
野
　
茂
康

川
原
田
裕
明

福
井
　
章
司

永
渕
　
史
孝

嘉
村
　
弘
和

堤
　
　
正
之

諸
冨
八
千
代

野
中
　
宣
明

村
岡
　
　
卓

中
村
　
宏
志

中
島
　
妙
子

西
岡
　
真
一

御
厨
　
洋
行

重
松
　
　
徹

平
原
　
嘉
德

山
下
　
明
子
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☆
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業・障
害
児
通
所
支
援

事
業　
　
　
　
　
　

 　
　
　
93
億
６
９
２
６
万
円

・
障
が
い
者
の
介
護
・
訓
練
サ
ー
ビ
ス
、
障
が
い
児

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
自
立
支
援
医
療
等
の
給
付
経

費
☆
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
介
護
予
防
推
進
事
業  

 
     　

　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
６
３
万
円

・
高
齢
者
の
医
療
、
介
護
、
健
診
デ
ー
タ
や
高
齢
者

実
態
調
査
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
状
態
の
デ
ー
タ
分
析

お
よ
び
介
護
予
防
等
の
個
別
・
集
団
支
援
に
要
す

る
経
費

☆
産
婦
健
康
診
査（
１
か
月
健
診
拡
充
） 

 
     

１
５
７
７
万
円

・
産
後
２
週
間
健
診
お
よ
び
１
か
月
健
診
の
実
施
に

要
す
る
経
費

☆
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
経
費　
　

 

６
億
１
７
５
３
万
円

・
専
用
館
お
よ
び
余
裕
教
室
等
を
活
用
し
た
児
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
お
よ
び
民
間
事
業
者
へ
の
運
営
委
託

に
要
す
る
経
費

・
北
川
副
児
童
ク
ラ
ブ
館
借
上
料 

　
（
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
の
債
務
負

担
行
為
限
度
額　
１
億
２
１
８
８
万
円
）

★
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
経
費
（
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
料
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
１
５
８
万
円

・
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
に
係

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
導
入
に
要
す
る
経
費

☆
子
ど
も・子
育
て
支
援
関
連
経
費

１
１
８
億
１
９
１
３
万
円

・
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
、
子
育
て
の

た
め
の
施
設
等
利
用
費
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
等
に
要
す
る
経
費

☆
私
立
保
育
園
等
整
備
助
成
経
費２

億
７
５
５
０
万
円

・
教
育
・
保
育
施
設
の
増
改
築
等
を
実
施
す
る
事
業

者
に
対
す
る
整
備
費
用
の
補
助
経
費

・
私
立
保
育
園
等
整
備
事
業
費
補
助
金
（
令
和
６
年

度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
債
務
負
担
行
為
限
度

額　
３
億
９
２
１
８
万
円
）

★
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
試
行
的
事
業４１

５
２
万
円

・
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
（
仮
称
）
の
本
格
実
施

を
見
据
え
た
試
行
的
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費

☆
保
育
施
設
等
給
食
物
価
高
騰
等
対
策
経
費

 

７
４
４
７
万
円

・
保
育
施
設
等
の
給
食
に
係
る
食
材
費
等
の
物
価
上

昇
相
当
分
の
補
助
等
に
要
す
る
経
費

☆
松
梅
保
育
所
改
修
事
業 　

 　
　

 

３
４
３
１
万
円

・
松
梅
保
育
所
の
屋
根
お
よ
び
中
庭
等
の
改
修
に
要

す
る
経
費

☆
児
童
手
当
支
給
経
費   　
　
39
億
２
３
０
０
万
円

・
児
童
手
当
の
現
行
制
度
分
お
よ
び
令
和
６
年
10
月

分
か
ら
の
制
度
拡
充
分
の
支
給
に
要
す
る
経
費

☆
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
経
費 

８
億
５
０
４
７
万
円

・
０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
に
要
す
る

経
費

☆
久
保
田
地
区
公
共
施
設
再
編
整
備
事
業  

          
　
３
億
１
８
１
万
円

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

農
村
高
齢
者
交
流
施
設
お
よ
び
保
健
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
集
約
す
る
た
め
の
整
備
に
要
す
る
経
費（
令

和
５・
６
年
度
継
続
費　

総
額
４
億
８
０
６
７
万

円
）

☆
物
流
拠
点
構
想
策
定
経
費　
　
　

 

２
１
５
５
万
円

・
南
部
地
域
に
お
け
る
物
流
拠
点
構
想
の
策
定
に
要

す
る
経
費

☆
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業　

 

８
億
９
４
３
８
万
円

・
寄
附
者
へ
の
お
礼
品
の
発
送
等
の
事
務
経
費
お
よ

び
ふ
る
さ
と
納
税
の
促
進
に
向
け
た
各
種
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
等
に
要
す
る
経
費

☆
地
方
創
生
移
住
支
援
事
業      　

 

６
８
８
０
万
円

・
県
外
か
ら
本
市
に
移
住
し
、
就
業
、
起
業
等
を
し

た
者
へ
の
支
援
金
の
交
付
に
要
す
る
経
費

☆
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
経
費 

１
億
６
３
２
７
万
円

・
佐
賀
市
公
式
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
の
機
能
拡
充
等
に

要
す
る
経
費

☆
次
世
代
交
通
実
証
事
業　
　
　
　

 

２
１
４
６
万
円

・
ニ
ュ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
係
る
調
査
・
研
究
お
よ
び

自
動
運
転
の
実
証
実
験
に
要
す
る
経
費

☆
男
女
共
同
参
画
啓
発・推
進
事
業　
１
１
８
６
万
円

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

に
要
す
る
経
費

☆
三
重
津
海
軍
所
跡
整
備
事
業　

 

２
億
８
１
３
万
円

・
三
重
津
海
軍
所
跡
の
屋
外
展
示
整
備
等
に
要
す
る

経
費

☆
東
名
遺
跡・埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

 

２
億
２
６
９
３
万
円

・
東
名
遺
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
お
よ
び
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
要
す
る
経
費

★
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業　
　

 

６
２
０
万
円

・
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
促
進
す
る
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
要
す
る
経
費

☆
佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
連
携
事
業　

 

５
０
０
０
万
円

・
佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
と
の
連
携
・
交
流
に
要
す
る

経
費

☆
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会・全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

推
進
事
業　
　
　
　
　
　

  　
34
億
３
７
０
０
万
円

・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
本
大
会

お
よ
び
競
技
別
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
開
催
に
要
す

る
経
費

★
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス
ポ・全
障
ス
ポ
お
も
て
な

し
関
連
経
費　
　
　
　
　
　

 　
 

１
億
３
６
５
万
円

・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
の
参
加

者
や
来
訪
者
へ
の
お
も
て
な
し
の

実
施
お
よ
び
本
市
の
魅
力
発
信
に

要
す
る
経
費

★
は
新
規
事
業

令
和
６
年
度

当
初
予
算
主
要
事
業

総　
務

福
祉
教
育

経
済
産
業

★
久
保
田
児
童
セ
ン
タ
ー
移
転
整
備
事
業 

 
     

１
０
３
４
万
円

・
久
保
田
児
童
セ
ン
タ
ー
の
移
転
整
備
に
伴
う
設
計

等
に
要
す
る
経
費

☆
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
試
験
導
入
経
費５

４
８
万
円

・
市
立
中
学
校
の
英
語
授
業
に
お
け

る
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
試
験
導

入
に
要
す
る
経
費

★
包
括
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
事
業　

 

５
１
７
万
円

・
特
別
支
援
学
級
等
の
児
童
生
徒
の
認
知
機
能
強
化

を
図
る
た
め
の
ウ
ェ
ブ
ア
プ
リ
の
導
入
に
要
す
る

経
費

★
学
級
満
足
度
調
査・分
析
事
業　
　

  

８
７
１
万
円

・
児
童
生
徒
に
対
す
る
ウ
ェ
ブ
版
学
級
満
足
度
調
査

の
導
入
に
要
す
る
経
費

☆
部
活
動
地
域
展
開
関
連
事
業　
　

１
４
６
３
万
円

・
部
活
動
の
地
域
展
開
に
向
け
た
方
策
の
検
証
お
よ

び
地
域
指
導
者
の
活
用
等
に
要
す
る
経
費

★
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ソ
フ
ト
導
入
事
業１

２
８
１
万
円

・
市
立
中
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
用

教
材
ソ
フ
ト
の
導
入
に
要
す
る
経
費

☆
学
校
給
食
物
価
高
騰
等
対
策
経
費

６
７
６
５
万
円

・
物
価
高
騰
等
の
た
め
改
定
し
た
学
校
給
食
費
の
値

上
げ
相
当
分
の
補
助
経
費

☆
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
管
理
運
営
事
業

３
４
２
３
万
円

・
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
の
管
理
運
営
お
よ
び
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
に
要
す
る
経
費

★
映
画「
ら・か
ん
ぱ
ね
ら
」製
作
事
業
補
助
経
費 

 
     　

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
万
円

・
佐
賀
市
の
資
源
を
活
用
し
た
映
画
の
製
作
に
対
す

る
補
助
経
費

★
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業　

  　

 

５
１
２
万
円

・
戦
略
的
で
無
駄
の
な
い
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

展
開
す
る
た
め
の
調
査
等
に
要
す
る
経
費

☆
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
連
携
し
た
観
光
消
費
促
進
事
業 

   

　
　
　
２
８
３
８
万
円

・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
来
訪
者
向
け
の
特
別
ク
ー
ポ

ン
の
発
行
や
市
内
観
光
周
遊
タ
ク
シ
ー
の
運
行
、

宿
泊
プ
ラ
ン
造
成
支
援
に
要
す
る
経
費

☆
熱
気
球
大
会
開
催
事
業　
　
　
　

 

２
億
４
７
万
円

・
熱
気
球
大
会
の
開
催
に
要
す
る
経
費

☆
街
な
か
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
促
進
事
業

２
２
８
０
万
円

・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
来
訪
者
の
街
な
か
へ
の
誘
導

と
回
遊
・
消
費
行
動
の
促
進
に
向
け
た
街
な
か
駐

車
場
無
料
デ
ー
の
実
証
等
に
要
す
る
経
費

☆
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業　
　
　

２
９
９
８
万
円

・
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
の
導
入
を
行
う
農
業
者
に
対

す
る
補
助
経
費
お
よ
び
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
啓

発
の
た
め
の
研
修
会
等
の
開
催
に
要
す
る
経
費
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☆
さ
が
園
芸
８
８
８
整
備
支
援
事
業１億

４
７
８
５
万
円

・
所
得
向
上
に
向
け
た
収
量
・
品
質
の
向
上
や
低
コ

ス
ト
化
、
規
模
拡
大
等
の
た
め
の
園
芸
用
ハ
ウ
ス
、

省
力
化
機
械
等
の
導
入
に
対
す
る
補
助
経
費

☆
多
面
的
機
能
支
払
事
業（
田
ん
ぼ
ダ
ム
加
算
分
） 

 

１
１
７
３
万
円

・
田
ん
ぼ
の
排
水
口
に
堰せ

き
い
た板
を
設
置
し
雨
水
貯
留
能

力
を
高
め
、
大
雨
時
に
下
流
域
の
浸
水
被
害
を
軽

減
す
る
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
り
組
み
に
対
す
る
補
助

経
費

★
基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業　

　
（
川
副
東
部
排
水
機
場
保
全
高
度
化
実
施
計
画
策

定
分
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

１
９
０
０
万
円

・
川
副
東
部
排
水
機
場
の
保
全
対
策
工
事
に
向
け
た

実
施
計
画
の
策
定
に
要
す
る
経
費

☆
水
草
除
去
強
化
支
援
事
業　
　
　

 

３
０
０
０
万
円

・
水
路
等
に
お
い
て
大
規
模
に
繁
茂
す
る
特
定
外
来

生
物
（
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
、
ブ
ラ
ジ
ル
チ

ド
メ
グ
サ
）
の
防
除
に
要
す
る
経
費

☆
森
林
経
営
管
理
事
業 

     

８
５
３
１
万
円

・
森
林
経
営
管
理
制
度
に
基
づ
く
森
林
整
備
や
森
林

整
備
を
促
進
す
る
た
め
の
人
材
育
成
、
木
材
の
利

用
促
進
や
普
及
啓
発
に
要
す
る
経
費

ナガエツルノゲイトウ

建
設
環
境

議 案 等 質 疑

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
基
礎
調
査
業
務
委
託

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

推
進
補
助
金
等

物
流
拠
点
構
想
策
定
経
費

〔
質
疑
〕
緊
急
事
態
発
生
時

の
危
機
管
理
体
制
は
。

〔
答
弁
〕
受
託
者
と
の
取
り

決
め
の
中
で
、
管
理
体
制
と

責
任
の
所
在
に
つ
い
て
十

分
に
担
保
で
き
る
よ
う
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

〔
質
疑
〕
運
営
権
と
は
具
体

的
に
何
か
。

〔
答
弁
〕
管
路
を
含
ん
だ
下

水
道
施
設
等
を
運
営
し
て

収
益
を
得
る
権
利
で
あ
り
、

こ
の
運
営
権
を
与
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
受
託
者
は
安

定
的
で
自
由
度
の
高
い
運

営
が
可
能
と
な
り
、
ま
た

利
用
者
に
対
し
て
は
、
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

〔
質
疑
〕
下
水
道
事
業
が
抱

え
る
課
題
の
解
決
に
ど
の

よ
う
に
寄
与
す
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
人
口
減
少
に
よ
る

使
用
料
収
入
の
減
少
、
施
設

の
老
朽
化
に
よ
る
費
用
の

増
加
、
就
労
人
口
減
少
等
に

よ
る
職
員
の
技
術
の
継
承

な
ど
の
課
題
に
対
し
、
民
間

の
知
恵
と
資
金
を
活
用
し

て
財
政
の
健
全
化
と
イ
ン

フ
ラ
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
向
上
の
両
立
が
可
能

と
な
る
。 

〔
質
疑
〕
令
和
８
年
度
内
に

方
向
性
を
決
め
な
い
場
合

は
ど
う
な
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ

Ｐ
の
導
入
が
管
路
の
改
築

工
事
の
要
件
と
な
っ
て
い

る
が
、
国
か
ら
交
付
金
要
件

の
詳
細
に
つ
い
て
は
ま
だ

示
さ
れ
て
い
な
い
。
要
件
化

で
事
業
に
大
き
な
影
響
が

出
る
こ
と
は
容
易
に
予
測

さ
れ
る
。

〔
質
疑
〕
全
障
ス
ポ
に
向
け

て
「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
心
つ
た
わ
る
条
例
」

の
周
知
、広
報
は
。

〔
答
弁
〕
公
共
施
設
等
に
チ

ラ
シ
を
設
置
し
、
広
く
周

知
す
る
と
と
も
に
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も

活
用
し
て
い
き
た
い
。
そ
の

ほ
か
、
話
し
言
葉
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困

難
な
方
を
対
象
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

ボ
ー
ド
を
活
用
し
て
い
く
。

ま
た
、
市
民
や
事
業
者
が
、

障
が
い
の
あ
る
方
の
情
報

保
障
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

概
要　

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ※
１

Ｐ
Ｐ
は
、施
設
を
包
括
的
に

委
託
す
る
手
法
で
、運
営
権

を
含
む
手
法
の
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
の
レ
ベ
ル
４

と
、新
し
く
設
定
さ
れ
た
運

営
権
を
含
ま
な
い
管
理
・
更

新
一
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方

式
の
レ
ベ
ル
3.5
が
あ
る
。

　
国
土
交
通
省
か
ら
令
和

９
年
度
以
降
に
下
水
道
の

汚
水
管
改
築
の
交
付
金
を

受
け
る
に
は
ウ
ォ
ー
タ
ー

Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
を
決
定
済
み

で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
。

　
下
水
道
事
業
を
将
来
に

渡
っ
て
安
定
的
に
継
続
す

る
た
め
、民
間
と
の
関
わ
り

方
を
含
め
て
ど
の
よ
う
な

形
が
い
い
の
か
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、対
象
と
す
る
施
設
や
エ

リ
ア
な
ど
の
事
前
検
討
や

基
礎
情
報
を
収
集
整
理
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

概
要　

本
市
の
南
部
地

域
に
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
集

積
し
つ
つ
あ
る
こ
の
機
会

を
好
機
と
捉
え
、経
済
の
活

性
化
や
雇
用
の
創
出
を
目

的
と
し
て
、南
部
地
域
を
物

流
拠
点
と
し
て
発
展
さ
せ

る
た
め
の
構
想
の
策
定
を

目
指
す
。

〔
質
疑
〕
物
流
拠
点
構
想
に

お
け
る
自
衛
隊
駐
屯
地
の

位
置
づ
け
は
。

〔
答
弁
〕
目
指
す
べ
き
姿
の

可
能
性
の
一
つ
に
災
害
時

に
貢
献
で
き
る
物
流
拠
点

を
挙
げ
て
い
る
が
、
駐
屯
地

を
特
に
位
置
付
け
て
は
い

な
い
。
今
後
、
物
流
拠
点

に
お
け
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

整
備
や
災
害
時
の
自
衛
隊

に
よ
る
協
力
な
ど
に
よ
り
、

災
害
時
に
貢
献
で
き
る
物

流
拠
点
と
し
て
の
可
能
性

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い

き
た
い
。

〔
質
疑
〕
物
流
拠
点
構
想
を

検
討
す
る
上
で
自
衛
隊
駐

屯
地
が
攻
撃
対
象
と
な
る

こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
検

討
を
す
べ
き
で
は
。

〔
答
弁
〕
駐
屯
地
の
整
備
に

関
わ
ら
ず
、
南
部
地
域
を
物

流
拠
点
と
し
て
発
展
さ
せ
、

本
市
の
経
済
の
活
性
化
や

雇
用
の
創
出
を
図
る
た
め

の
構
想
と
し
て
、
検
討
を
進

め
て
い
く
。

課
題
解
決
に
ど
う
寄
与
す
る
の
か

条
例
の
周
知
広
報
は

自
衛
隊
駐
屯
地
の
位
置
づ
け
は

佐賀市下水浄化センター

コミュニケーション支援ボード
出典：（公財）明治安田こころの健康財団HP

　議案等質疑とは、議案等
について、提出者（執行部）
に不明点や疑問点を聞き、
説明や所見を求めるもので
す。
　２月定例会では、紙面の
都合で掲載できなかった内
容も多くありました。
　ぜひ、動画配信でご覧く
ださい。

は「令和 6 年度当初予算」です。

※
１　
P
P
P
（Public Private 

Partnership

）…　
官
と
民

が
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
社
会

資
本
の
整
備
や
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
概
念
・
手
法
。

☆
神
野
公
園
再
整
備
事
業　

 　
　

  

２
３
７
２
万
円

・
神
野
公
園
の
再
整
備
に
向
け
た
実
施
設
計
等
に
要

す
る
経
費

☆
河
川
水
路
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
伐
採
事
業

１
億
１
４
０
０
万
円

・
大
雨
・
洪
水
時
に
お
い
て
、
河
川
水
路
の
氾
濫
や

家
屋
等
の
浸
水
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
水
草
繁
茂

箇
所
お
よ
び
泥
土
堆
積
箇
所
の
除
草
・
浚
渫
に
要

す
る
経
費

☆
光
法
団
地
建
替
事
業　
　
　

６
億
２
３
５
７
万
円

・
市
営
光
法
団
地
の
現
地
建
替
に
要
す
る
経
費 

　
（
令
和
５・６
年
度 

継
続
費　
総
額
11
億
１
９
１
万

円
）

☆
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業１

億
２
４
１
１
万
円

・
令
和
５
年
７
月
豪
雨
に
係
る
河
川
災
害
復
旧
経
費

（
過
年
災
）

☆
脱
炭
素
社
会
推
進
事
業　
　
　

  　

 

８
２
６
万
円

・
次
世
代
自
動
車
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
お
よ
び

太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
費
用
等
に
対
す
る
補
助

経
費  

★
生
活
環
境
美
化
推
進
経
費 （
特
定
美
化
地
区
関
連

分
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

76
万
円

・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク
か
ら
佐
賀
城
公
園

周
辺
エ
リ
ア
を
特
定
美
化
地
区
に
指
定
す
る
こ
と

に
伴
う
地
区
表
示
看
板
の
設
置
に
要
す
る
経
費

☆
清
掃
工
場
施
設
大
規
模
改
修
事
業   

８
３
９
万
円

・
清
掃
工
場
の
基
幹
設
備
の
改
修
に
向
け
た
発
注
仕

様
書
作
成
等
に
要
す
る
経
費

☆
漁
港
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

１
億
５
２
５
万
円

・
漁
港
施
設
に
お
け
る
機
能
回
復
の
た
め
の
桟
橋
補

修
等
に
要
す
る
経
費

☆
農
地・農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

19
億
４
９
６
０
万
円

・
令
和
５
年
７
月
豪
雨
に
係
る
農
地
・
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
経
費
（
過
年
災
）

☆
林
道
災
害
復
旧
事
業　
　
　

１
億
５
９
８
７
万
円

・
令
和
５
年
７
月
豪
雨
に
係
る
林
道
災
害
復
旧
経
費

（
過
年
災
）

★
地
域
公
共
交
通
再
構
築
事
業　
　

１
８
６
３
万
円

・
地
域
公
共
交
通
再
構
築
の
一
環
と
し
て
行
う
交
通

局
舎
の
再
整
備
に
対
す
る
補
助
経
費

☆
生
活
バ
ス
路
線
等
運
行
対
策
経
費 　

３
億
１
１
４
１
万
円

・
生
活
バ
ス
路
線
お
よ
び
都
市
間
バ
ス
路
線
の
確
保

の
た
め
の
交
通
局
等
に
対
す
る
繰
出
金
・
補
助
金

等
☆
建
築
物
耐
震
対
策
事
業　
　

３
億
２
２
４
３
万
円

・
建
築
物
の
耐
震
診
断
、
耐
震
補
強
設
計
お
よ
び
耐

震
改
修
工
事
な
ら
び
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
等
に

対
す
る
補
助
経
費

☆
空
家
等
対
策
事
業　
　
　
　
　
　
３
０
０
６
万
円

・
空
家
等
の
適
正
な
管
理
を
図
る
た
め
の
対
策
に
要

す
る
経
費

当

当

当

当
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総
務
委
員
会

経
済
産
業
委
員
会

福
祉
教
育
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

がんばれ !　佐賀バルーナーズ !!

先端技術の活用で、効率的な農業を可能にし、農業
経営の安定・強化、地域農業の担い手の育成・確保を

地域猫活動とは、野良猫に不妊去勢手術を施してこれ以上増え
ないようにし、一代限りの命を全うするまでその地域で衛生的
に管理をする活動のことです。手術を受けた猫は、目印として
耳先を桜の花びらの形にカットされています。( 写真はイメー
ジ )

親の就労や理由の有無に関係なく、６カ月～３歳未満の
子どもを預けられる「こども誰でも通園制度」。市内の教
育・保育施設５施設程度、利用定員は全体で２０名程度
での試行的事業を実施予定です。

常任委員会の審査報告 常任委員会では、本会議から付託された議案や請願などについて審査を行っています。
２月定例会での各委員会の主な審査内容を紹介します。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

試
行
的
事
業

地
域
猫
不
妊
去
勢
手
術

助
成
金

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

導
入
事
業

〔
質
問
〕
２
０
２
４
年
問
題
が
あ
る
な
か

で
、あ
え
て
物
流
拠
点
を
南
部
地
域
に
作

る
意
味
合
い
は
何
か
。

〔
答
弁
〕
佐
賀
空
港
や
有
明
海
沿
岸
道
路

等
、
南
部
地
域
に
集
積
し
つ
つ
あ
る
交
通

イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
輸
送
の
検
討
を
ス

タ
ー
ト
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
物
を
動
か

す
だ
け
で
な
く
、
産
業
団
地
の
よ
う
な
も

の
を
含
め
た
構
想
も
可
能
性
と
し
て
考
え

て
い
る
。

〔
質
問
〕
も
う
少
し
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
現
状
を
認
識
し
な
が
ら
進
め
な
い
と
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
。

〔
答
弁
〕
来
年
度
は
予
定
地
な
ど
、
よ
り

具
体
的
な
部
分
も
含
め
、
で
き
る
だ
け
早

く
構
想
の
策
定
を
進
め
て
い
き
た
い
。

〔
質
問
〕
農
業
を
辞
め
る
人
が
増
え
れ
ば
、

農
地
が
荒
れ
、水
源
涵か

ん
よ
う養
機
能
が
低
下
し
、

水
害
発
生
の
要
因
と
な
る
。離
農
者
が
比

較
的
多
い
中
山
間
地
域
で
こ
そ
、ス
マ
ー

ト
農
業
を
推
進
し
、作
業
の
効
率
化
を
図

る
べ
き
で
は
。

〔
答
弁
〕
中
山
間
地
域
の
農
業
が
非
常
に

厳
し
い
環
境
だ
と
十
分
認
識
し
て
い
る
。

中
山
間
地
域
で
の
機
械
導
入
に
は
、
補
助

率
の
か
さ
上
げ
や
、
電
波
が
弱
い
場
所
で

も
ド
ロ
ー
ン
の
自
動
飛
行
が
可
能
と
な
る

Ｒ
T
K
基
地
局
の
導
入
補
助
を
行
い
、

効
率
的
に
農
薬
散
布
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
。

〔
質
問
〕
観
光
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
任
命
に

際
し
、応
募
者
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
属
性
や

投
稿
内
容
の
分
析
は
行
う
の
か
。

〔
答
弁
〕
有
名
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
活

用
で
は
な
く
、
佐
賀
市
を
好
き
な
一
般
の

方
を
中
心
に
佐
賀
市
の
魅
力
を
発
信
し
て

も
ら
う
取
り
組
み
で
あ
り
、
属
性
や
投
稿

内
容
の
分
析
は
行
わ
な
い
。

〔
質
問
〕
本
事
業
の
成
果
指
標
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
特
定
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
が
つ

い
た
投
稿
数
を
成
果
指
標
と
し
、
観

光
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
３
０
０
人
、
投
稿

数
は
３
４
０
０
件
を
目
標
に
、
佐
賀

市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
認
可
保
育
園
や
、認
定
こ
ど
も
園

な
ど
に
就
園
し
て
い
な
い
３
歳
未
満
の
子

ど
も
の
数
は
。

〔
答
弁
〕
未
就
園
児
数
は
約
３
千
人
と
把

握
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
未
就
園
児
の
一
時
預
か
り
保
育

事
業
と
の
違
い
は
何
か
。

〔
答
弁
〕
未
就
園
児
の
一
時
預
か
り
保
育

は
、
週
３
日
以
内
か
つ
月
14
日
以
内
で
の

利
用
に
な
る
。
利
用
す
る
に
は
、
冠
婚
葬

祭
や
急
な
用
事
な
ど
の
理
由
が
必
要
で
あ

る
。
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
月
10

時
間
が
利
用
上
限
と
な
っ
て
い
る
。
園
が

受
入
れ
可
能
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
理
由
な

く
利
用
で
き
る
。

〔
質
問
〕
地
域
猫
活
動
は
、手
術
費
用
だ
け

で
な
く
餌
代
も
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
聞

く
。予
算
の
確
保
を
含
め
て
、制
度
内
容
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
県
内
の
自
治
体
で
は
餌
代
や
捕

獲
に
関
す
る
費
用
を
補
助
す
る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
佐
賀
市
で
は
ま
だ
活
動
に
取
り

組
む
団
体
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
段
階
で
あ
り
、
不
妊
去
勢
手
術
以
外
の

補
助
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す
る
課
題

だ
と
考
え
て
い
る
。

〔
質
問
〕
令
和
６
年
度
は
危
険
空
家
除
去

費
助
成
事
業
の
ほ
か
に
、空
き
家
利
活
用

相
談
支
援
事
業
な
ど
４
つ
の
事
業
が
加

わ
っ
て
い
る
が
、市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

〔
答
弁
〕
従
来
の
広
報
に
加
え
て
、
相
談

支
援
事
業
の
委
託
先
と
な
る
専
門
業
者
を

通
し
て
周
知
を
図
り
た
い
。

〔
質
問
〕
事
業
拡
充
に
伴
い
、空
家
等
対
策

協
議
会
の
構
成
員
拡
充
な
ど
の
専
門
的
な

取
り
組
み
の
強
化
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

〔
答
弁
〕
協
議
会
に
も
専
門
部
会
の
在
り

方
な
ど
を
相
談
し
、
取
り
組
み
の
強
化
を

進
め
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
教
職
員
か
ら
は
、市
町
に
よ
り
シ

ス
テ
ム
が
違
う
の
で
異
動
し
た
ら
使
い
に

く
く
な
っ
た
と
の
声
を
聴
く
。県
内
シ
ス

テ
ム
の
統
一
に
関
す
る
協
議
は
行
っ
て
い

な
い
の
か
。

〔
答
弁
〕
県
内
市
町
の
シ
ス
テ
ム
担
当
者

の
連
絡
会
の
中
で
、
ど
う
い
う
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
て
い
る
か
、
統
一
で
き
な
い
か
と

い
っ
た
協
議
は
行
っ
て
い
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
ま
た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

ま
た
請
願
２
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
連
携
事
業

に
つ
い
て
、今
後
の
支
援
の
全
体
像
が
見

え
な
い
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

〔
答
弁
〕
佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
の
Ｂ
プ
レ

ミ
ア
の
参
入
・
定
着
支
援
に
つ
い
て
、
参

入
後
の
支
援
は
現
時
点
で
は
判
断
で
き
な

い
が
、
初
年
度
の
令
和
８
年
度
ま
で
は
令

和
６
年
度
（
５
０
０
０
万
円
）
と
同
程
度

の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
ま
た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

委員会で審査した議案委員会で審査した議案

委員会で審査した議案委員会で審査した議案

●令和６年度一般会計予算 ( 所管分 )
●一般会計補正予算（第 11 号）( 所管分 )
●特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の改正

●学校給食センター設置条例の改正
●健康保険証の存続を求める請願書
●国民健康保険税の減額を求める請願

その他１１件

●令和６年度一般会計予算（所管分）
●一般会計補正予算（第 11 号）( 所管分 )
●三神地区環境事務組合規約の変更
●市営住宅条例の改正
●空家空地等の適正管理に関する条例

の改正
●市道路線の認定

その他７件

●令和６年度一般会計予算 ( 所管分 )
●一般会計補正予算（第 11 号）( 所管分 )
●個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例の改正
●手数料条例の改正
●公民館条例の改正

その他 7 件

●令和６年度一般会計予算（所管分）
　▶ スマート農業推進事業
　▶ 観光マーケティング事業
●自動車運送事業会計予算
●一般会計補正予算（第 11 号）（所管分）
●自動車運送事業会計補正予算（第 2

号）
●やまびこの湯条例の改正
●桜基金条例を廃止する条例

その他 2 件

物
流
拠
点
構
想
策
定
経
費

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業

空
家
等
対
策
事
業

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
連
携
事
業

は「令和 6 年度当初予算」です。は「令和 6 年度当初予算」です。

当当

当

当 当

当当

当

当当
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一般質問「市政 ここが 聞きたい」
一般質問とは 議員が執行機関に対し、市政運営全般に対して質問を行うことです。

質  問  内  容 議案とは関係なく議員が自由に決めて、事前に通告しています。

制  限  時  間 質問と答弁を合わせて、一人 60分以内です。

一般質問動画配信

1 富永 明美
（ネットワーク佐賀）

〇自転車のヘルメット着用推進に向けて
▶ 市職員の労働環境について

2 黒田 利人
（緑楠自民）

〇公共施設の木造化の推進と木造建築工事業
の後継者育成の施策について

▶ 校区公民館の在り方について
▶ 投票率アップのための施策について

3 川﨑 健二
（自民さが）

〇公園・学校の遊具の充実について
▶ 子どもたちをスマートフォン等の弊害から

守るには
▶ ナガエツルノゲイトウ等の特定外来生物の

駆除を

4 松永 憲明
( ネットワーク佐賀 )

〇学校給食の無償化の取組について
▶ 「子どもの権利条例」制定について

5 福井 章司
（自民政進会）

〇交通局について
▶ 人口減少問題について

6 川副 龍之介
（自民さが）

〇令和６年能登半島地震を踏まえ、本市の地
震への対応と対策について

7 重松　徹
（自民清流）

〇ＳＡＧＡ２０２４国スポ・全障スポに向け
た市の対応について

8 中島 妙子
( 公明党 )

〇子育て世帯への包括的な支援について
▶ 認知症を発症しても安心して暮らせる社会

づくりについて
▶ 災害時における性的少数者への配慮につい

て

9 堤　正之
（自民政進会）

〇佐賀市の観光戦略について
▶ 姉妹都市などとの交流再開について

10 永渕 史孝
（自民政進会）

〇ネーミングライツについて
▶ ＳＡＧＡ２０２４国スポ・全障スポについ

て
▶ こどもまんなか応援サポーターについて
▶ 佐賀駅周辺整備について

11 中村 宏志
（公明党）

〇佐賀市立図書館について
▶ 佐賀市営住宅について

12 野中 宣明
（公明党）

〇はり・きゅう・あんまなどの助成制度につ
いて

▶ 市の組織機構改編について
▶ 水害対策について

13 山田 誠一郎
( ネットワーク佐賀 )

〇教育行政について
▶ 干潟よか公園及びひがさすの周辺整備につ

いて

14 江口 善己
( ネットワーク佐賀 )

〇民生委員・児童委員の活動について
▶ ノリ生産量日本一奪還のための水産業振興

について

15 村岡　卓
（公明党）

〇孤独・孤立対策への支援について
▶ 放課後児童クラブについて

16 御厨 洋行
（自民清流）

〇神野公園再整備計画について
▶ 子育て支援について

17 諸冨 八千代
（自民政進会）

〇公共施設等総合管理計画について
▶ 脱炭素政策の見える化について

18 江原 新子
（自民さが）

〇市営バス運転士の人材確保について
▶ 制度改正後のふるさと納税の状況について

19 嘉村 弘和
（自民政進会）

〇佐賀市における脱炭素の取組について
▶ 清掃工場の焼却炉改修について

20 稲葉 嵩広
（自民さが）

〇小学校給食の無償化について
▶ 本市の公金の運用について

21 江頭 弘美
（自民さが）

〇蓮池のまちづくりの拠点（蓮池公園）づく
りについて

22 西岡 真一
（自民清流）

〇九州新幹線西九州ルートについて
▶ 老人クラブへの支援について
▶ 防災対策について

23 山下 明子
（市民共同）

〇市民が利用しやすい市有施設に～ミュージ
カル県ＳＡＧＡプロジェクトを踏まえて

▶ 佐賀空港への自衛隊・オスプレイ配備計画
について、市長の見解を問う

▶ 佐賀市立図書館をより身近に、より利用し
やすくするために

▶ 公共交通施策をめぐる市の対応について

24 川原田 裕明
（緑楠自民）

〇市長の市政運営・政治姿勢を問う

番号は、質問順、（　）内は会派名・準会派名、掲載は大項目のみです。〇がついている項目は、次ページ以降に詳細を掲載しています。

自転車でもヘルメットをかぶろう！

公園や学校の遊具の充実を

学校給食の無償化を‼

市木造建築物に墨つけ手加工法を！

（ネットワーク佐賀）

富
とみなが

永  明
あけ

美
み 1

（緑楠自民）

黒
くろ

田
だ

  利
とし

人
と 2

（自民さが）

川
かわさき

﨑  健
けん

二
じ 3

（ネットワーク佐賀）

松
まつなが

永  憲
けんめい

明 4

ヘルメットは命を守ります

小学校は 29 年でやっと一つ
新設・更新される計算

市発注の小規模木造建築物

全国学校給食甲子園第 3 位！
富士学校給食センター

問　

令
和
5
年
4
月
か
ら
自
転
車

利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力

義
務
化
さ
れ
た
。
し
か
し
ま
だ
ま
だ

着
用
し
て
い
る
人
は
少
な
い
状
況
で

あ
る
。
①
本
市
の
着
用
率
と
対
策
は

②
特
に
高
校
生
の
未
着
用
が
見
受
け

ら
れ
る
が
対
策
は
③
中
学
生
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
ら
な
い
か
。

答
　
①
昨
年
７
月
時
点
で
県
内
の

着
用
率
は
23
・
４
％
。
交
通
安
全

教
室
や
出
前
講
座
で
の
周
知
に
加

え
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
交
差

点
で
の
指
導
、
動
画
の
配
信
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
啓
発
に
努
め

て
い
る
②
定
期
的
に
行
っ
て
い
る

街
頭
指
導
の
活
動
場
所
や
指
導
方

法
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
モ
デ
ル
校
と
の
連

携
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い

③
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
指
定
は
各
学
校

の
裁
量
に
よ
る
が
、
そ
の
議
論
に

生
徒
が
関
わ
り
、
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
卒
業
後
の
着
用

に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
見
直

す
意
義
が
増
す
と
考
え
る
。

問　
①
教
育
委
員
会
は
遊
具
の
教
育

的
効
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
②
学
校
で
は
安
全
点
検
を
ど
う
し

て
い
る
か
③
修
繕
な
ど
の
予
算
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
④
専
門
的

知
識
を
持
っ
た
者
に
よ
る
点
検
が
必

要
で
は
⑤
全
小
学
校
を
俯
瞰
し
た
偏

り
の
な
い
整
備
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
①
児
童
が
遊
び
な
が
ら
運
動

能
力
を
高
め
、
協
調
性
を
養
え
る
な

ど
の
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

②
教
職
員
に
よ
る
月
１
回
の
点
検
及

び
日
常
点
検
を
基
本
と
し
て
、
一
部

の
学
校
で
は
業
者
に
よ
る
点
検
を
実

施
③
遊
具
の
軽
微
な
修
繕
は
各
学
校

で
対
応
。
大
型
遊
具
な
ど
各
学
校
で

の
対
応
が
困
難
な
も
の
は
教
育
委
員

会
で
対
応
④
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
今
後
、
経
費
を
試
算
し
た
上
で

検
討
し
た
い
⑤
学
校
ご
と
に
遊
具
へ

の
要
望
内
容
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、

基
準
を
設
け
て
一
律
に
設
置
す
る
の

で
は
な
く
、
学
校
の
意
見
を
尊
重
し

な
が
ら
設
置
し
た
い
。

問　
①
給
食
の
食
材
の
地
産
地
消
の

実
情
は
②
給
食
実
施
校
で
の
食
育
の

実
施
状
況
は
③
無
償
化
し
て
い
る
佐

賀
市
と
同
規
模
自
治
体
の
実
情
は
④

保
護
者
の
負
担
軽
減
、
出
生
数
拡
大
、

移
住
者
拡
大
を
図
り
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
小
学
校
給

食
を
先
行
し
て
無
償
化
で
き
な
い
か
。

答
　
①
米
は
全
て
市
産
、
牛
乳
及

び
パ
ン
に
使
用
す
る
小
麦
は
全
て

県
産
と
、
地
元
食
材
の
使
用
に
努

め
て
い
る
。
県
産
食
材
の
利
用
割

合
は
約
43
％
②
地
元
農
産
物
へ
興

味
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
献
立
に

郷
土
料
理
を
取
り
入
れ
た
り
、
子

ど
も
た
ち
が
栽
培
し
た
野
菜
を
給

食
に
使
用
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
給
食
委
員
会
の
児

童
・
生
徒
に
よ
る
残
食
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
子
ど
も
た
ち
自
ら
も
取
り
組

ん
で
い
る
③
人
口
25
万
人
前
後
の

規
模
で
は
３
市
が
実
施
ま
た
は
実

施
予
定
④
継
続
的
に
年
間
約
６
億

円
の
費
用
が
発
生
し
、
市
単
独
で

の
予
算
措
置
は
難
し
い
。

問　
木
造
建
築
物
を
建
て
る
方
法
は
、

昔
か
ら
の
墨
つ
け
手
加
工
と
プ
レ

カ
ッ
ト
加
工
が
あ
る
。
市
発
注
の
小

規
模
建
築
物
工
事
に
二
つ
の
工
法
を

選
択
制
と
し
て
採
用
し
た
が
す
べ
て

プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
で
行
わ
れ
た
。
技

術
継
承
の
観
点
か
ら
、
墨
つ
け
手
加

工
で
建
て
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
う

が
、
市
の
考
え
は
。

答
　
令
和
４
年
度
か
ら
市
発
注
の

一
部
の
小
規
模
木
造
建
築
物
工
事

に
つ
い
て
、
請
負
業
者
が
工
場
で

加
工
す
る
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
か
伝

統
的
工
法
で
あ
る
墨
つ
け
手
加
工

の
ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
し
、
墨
つ
け
手
加
工
の
機
会
提

供
を
行
っ
て
い
る
。
実
際
に
墨
つ

け
手
加
工
を
採
用
し
た
工
事
は
ま

だ
な
い
が
、
文
化
財
の
修
復
工
事

な
ど
で
欠
か
せ
な
い
技
術
で
あ
り
、

将
来
墨
つ
け
手
加
工
で
施
工
し
た

工
事
が
出
て
く
る
よ
う
選
択
制
を

導
入
し
た
発
注
は
引
き
続
き
行
っ

て
い
き
た
い
。
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交通局は人員拡充に全力をあげよ！

本市の地震への対応と対策

SAGA2024 国スポ・全障スポ

2024 年問題や路線廃止など
交通局の課題解決を急げ

本市おもてなしコンセプトは
「応援」

日頃から防災意識を高めよう

問　
①
交
通
局
は
２
０
２
４
年
問
題

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
②
そ
の
場

合
の
人
員
不
足
対
策
は
ど
う
す
る
か

③
女
性
運
転
士
の
雇
用
対
策
は
④
西

鉄
バ
ス
の
江
見
線
廃
止
に
つ
い
て
交

通
局
は
ど
う
捉
え
る
か
⑤
江
見
線
廃

止
に
よ
る
市
民
の
交
通
手
段
確
保
の

た
め
、
市
は
ど
う
対
応
す
る
か
。

答
　
①
時
間
外
労
働
に
対
す
る
制

限
が
強
ま
り
、
運
転
士
不
足
は
一

層
厳
し
さ
が
増
す
と
認
識
し
て
い

る
②
人
材
募
集
サ
イ
ト
の
利
用
を

は
じ
め
、
自
衛
隊
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
募
集
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
③
女
性
用

の
休
憩
室
や
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
、

職
場
環
境
の
向
上
を
図
っ
て
い
る

④
深
刻
な
運
転
士
不
足
に
よ
る
も

の
と
聞
い
て
お
り
、
苦
渋
の
決
断

で
あ
っ
た
と
考
え
る
⑤
利
用
実
態

の
把
握
の
た
め
、
沿
線
市
町
と
連

携
し
て
乗
降
調
査
、
利
用
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
こ
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
県
や
沿
線
市
町
と
と

も
に
対
応
を
協
議
す
る
。

問　
①
佐
賀
平
野
北
縁
断
層
帯
に
よ

る
地
震
災
害
は
ど
の
よ
う
な
想
定
を

し
て
い
る
の
か
②
水
不
足
の
対
応
と

し
て
浄
水
器
の
完
備
や
防
災
井
戸
の

整
備
が
必
要
で
は
③
仮
設
住
宅
や
ご

み
回
収
場
所
の
設
置
に
対
す
る
方
針

や
条
件
は
あ
る
の
か
④「
私
道
」や「
水

道
の
私
管
」
の
被
害
に
対
す
る
支
援

策
は
あ
る
の
か
。

答
　
①
県
の
調
査
で
は
、
最
大
震

度
７
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
５
の

地
震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生

す
る
と
想
定
②
浄
水
器
を
16
台
備

え
、
１
台
１
時
間
あ
た
り
最
大
１
・

８
㌧
の
飲
料
水
・
生
活
用
水
を
供

給
可
。
民
有
の
井
戸
の
公
的
な
指

定
や
防
災
井
戸
の
新
設
は
考
え
て

い
な
い
③
仮
設
住
宅
は
二
次
災
害

の
危
険
の
な
い
公
有
地
か
ら
選
定
。

ご
み
の
回
収
は
国
の
指
針
を
踏
ま

え
た
上
で
、
被
災
地
区
近
辺
に
仮

置
場
を
設
置
す
る
④
原
則
、
所
有

者
で
の
管
理
と
な
る
が
、
私
道
は

条
件
に
よ
り
助
成
制
度
の
活
用
が

可
能
。
私
管
は
大
規
模
災
害
時
に

は
上
下
水
道
局
で
対
応
す
る
。

問　
昭
和
51
年
に
佐
賀
県
で
開
催
さ

れ
た
「
若
楠
国
体
」
で
は
「
民
宿
」

が
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
と
し
て
引
き

継
が
れ
た
。
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国

ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
も
レ
ガ
シ
ー
と
し

て
何
か
残
し
、
次
世
代
に
継
ぐ
こ
と

が
大
事
と
考
え
る
が
、
坂
井
市
長
に

国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
へ
の
意
気
込
み

を
問
う
。

答
　
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス
ポ
・

全
障
ス
ポ
は
、
国
体
が
国
ス
ポ
に

生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
新
し
い
大

会
で
あ
り
、競
技
を「
す
る
」「
観
る
」

「
支
え
る
」
全
て
の
人
が
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
大
会
と
な
る
よ
う
、

全
庁
一
丸
と
な
っ
て
準
備
を
進
め

て
い
く
。
ま
た
、
ま
ち
全
体
で
応

援
や
お
迎
え
を
す
る
こ
と
で
、
佐

賀
市
の
フ
ァ
ン
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の

増
加
に
つ
な
げ
て
い
く
ほ
か
、
全

て
の
世
代
の
市
民
が
生
涯
、
日
常

的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
新
し
い
時
代
の
ス
ポ
ー
ツ

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、

地
域
の
活
力
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

市民に寄りそった子育て支援を！

当市でもネーミングライツ導入を！

図書館本館大規模改修に市の特色を

インバウンドへの観光戦略見直しを！

子どもの成長を社会全体で後
押し！（写真はイメージ）

当市もできる！
ネーミングライツ

30 周年記念と図書館本館大
規模改修が予定されている

外国人観光客はコロナ前の
９割に回復（写真はイメージ）

問　
①
こ
れ
ま
で
の
縦
割
り
行
政
を

解
消
し
、
全
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て

世
帯
、
子
ど
も
へ
の
一
体
的
な
相
談

支
援
機
能
を
有
す
る
「
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
つ
い
て
、
本

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か
②
本
市
の
訪
問
家
事
支
援

は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答
　
①
現
在
、「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
が
担
う
べ
き
業
務
を
健
康

づ
く
り
課
と
こ
ど
も
家
庭
課
で
調

整
し
て
い
る
。
今
回
の
児
童
福
祉

法
等
の
改
正
で
令
和
８
年
度
ま
で

に
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
市
民
に
分
か
り
や
す

い
組
織
で
子
ど
も
政
策
を
一
元
的

に
行
う
体
制
と
し
て
、
令
和
７
年

４
月
の
設
置
を
目
指
し
て
い
る
②

支
援
内
容
は
大
き
く
二
つ
、
一
つ

は
食
事
の
準
備
等
を
行
う
家
事
支

援
、
も
う
一
つ
は
お
む
つ
替
え
等

の
育
児
支
援
。
家
庭
の
状
況
に
応

じ
こ
れ
ら
の
支
援
を
行
い
、
不
安

等
の
対
応
や
子
育
て
支
援
の
情
報

提
供
を
行
う
。

問　
①
ネ※

２
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
に

関
す
る
サ※

３
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
後
の
応
募
等
の
現
状
を
聞
く
②
応

募
に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
結
果
を
、

市
は
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の

か
③
諦
め
る
に
は
早
く
、
代
替
策
は

ま
だ
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
①
募
集
期
間
中
に
具
体
的
な

調
査
内
容
の
問
い
合
わ
せ
は
あ
っ
た

が
、
応
募
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
現

在
は
他
都
市
事
例
の
収
集
を
行
っ
て

い
る
②
制
度
づ
く
り
の
協
力
企
業
を

募
集
し
た
が
、
企
業
側
と
し
て
は
命

名
料
や
期
間
等
を
判
断
で
き
る
内
容

を
望
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
公
募
と
し
た
た
め
、
結
果
的
に

は
、
受
け
身
の
姿
勢
と
な
っ
た
こ
と

も
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
③
命
名
料
や
期
間
な
ど
を
具
体
的

に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
経
済
団
体

や
企
業
等
に
こ
ち
ら
か
ら
協
力
を
依

頼
す
る
な
ど
能
動
的
な
調
査
手
法
を

考
え
た
い
。

問　
開
館
後
約
28
年
経
過
に
よ
る
施

設
の
老
朽
化
や
来
館
者
数
の
減
少
傾

向
等
の
課
題
が
あ
り
、
本
館
大
規
模

改
修
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
①
そ
の

内
容
と
範
囲
は
②
隣
接
す
る
県
施
設

と
の
関
係
性
は
③
国
内
外
の
事
例
を

参
考
に
比
較
検
討
し
て
議
論
を
重
ね

る
べ
き
で
は
④
佐
賀
市
の
特
色
を
反

映
す
る
べ
き
で
は
。

答
　
①
公
園
の
よ
う
に
過
ご
せ
る

図
書
館
を
目
指
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
通
じ
て
リ
ア
ル
な
本
へ

の
興
味
、
関
心
を
促
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
椅
子
を
配
置
し
「
椅
子
と
ベ

ン
チ
の
図
書
館
」
を
シ
ン
ボ
ル
と

し
た
い
。
図
書
館
本
館
が
対
象
だ

が
、
屋
外
と
一
体
と
な
っ
た
空
間

づ
く
り
を
機
能
強
化
の
一
つ
と
す

る
②
図
書
館
と
親
和
性
の
高
い
ア

バ
ン
セ
と
連
携
し
、
エ
リ
ア
の
持

つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
生

か
す
③
先
進
事
例
を
調
査
し
、
こ

れ
ら
を
参
考
に
策
定
委
員
会
等
で

議
論
を
繰
り
返
し
て
い
る
④
市
産

木
材
や
地
場
産
業
の
諸
富
家
具
等

を
活
用
し
郷
土
色
も
出
し
た
い
。

問　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
海
外
観
光
客
）

誘
致
に
つ
い
て
①
市
の
誘
致
策
は
②

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
活
用
状
況
は

③
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
訴
求
力
が

弱
い
。
情
報
発
信
力
の
強
化
を
④
佐

賀
な
ら
で
は
の
旅
行
プ
ラ
ン
の
構
築

は
⑤
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
を
見
直
す
べ

き
で
は
。

答
　
①
平
成
29
年
か
ら
観
光
Ｐ
Ｒ

動
画
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
国
や
地
域

に
配
信
し
て
お
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ

の
磨
き
上
げ
や
情
報
発
信
に
力
を

入
れ
た
い
②
海
外
か
ら
３
名
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
招
き
、
佐
賀

市
の
魅
力
を
発
信
し
て
も
ら
っ
た

③
写
真
や
記
事
の
内
容
を
追
加
で

掲
載
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を

考
え
て
い
る
④
バ
ル
ー
ン
を
活
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
新
し
い

体
験
型
商
品
を
考
え
た
い
⑤
観
光

誘
客
を
戦
略
的
に
進
め
る
こ
と
は

重
要
で
あ
り
、
調
査
を
継
続
し
て

効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

な
げ
た
い
。

（自民政進会）

福
ふく

井
い

  章
しょう

司
じ 5

（公明党）

中
なかしま

島  妙
たえ

子
こ 8

（自民政進会）

堤
つつみ

  正
まさゆき

之 9

（自民さが）

川
かわそえ

副  龍
りゅう

之
の

介
すけ 6（自民政進会）

永
ながふち

渕  史
ふみたか

孝 10

（自民清流）

重
しげまつ

松  徹
とおる 7（公明党）

中
なかむら

村  宏
ひろ

志
し 11

はり・きゅう・あんまの助成拡充へ

はり・きゅう・あんま制度の
積極的な周知を！

問　
市
と
し
て
利
用
者
の
裾
野
を
広

げ
、
よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
く
の
で
あ
れ

ば
、
施
術
１
回
当
た
り
の
助
成
金
額

と
助
成
回
数
の
上
限
を
増
や
す
べ
き

で
あ
る
。
よ
り
良
い
制
度
と
な
る
よ

う
、
助
成
内
容
を
見
直
す
時
期
に
来

て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
過
去
３
年
間
の
助
成
制
度
の

実
績
で
は
、
制
度
利
用
者
の
平
均

利
用
回
数
が
約
６
回
で
、
４
割
以

上
の
方
が
全
く
利
用
し
て
お
ら
ず
、

上
限
回
数
24
回
を
全
て
利
用
し
た

方
は
１
割
未
満
で
あ
っ
た
。
た
だ
、

こ
の
３
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
通
常
期
の
利

用
状
況
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
来
年
度
か
ら
、
制
度
利
用

者
の
声
を
聞
く
等
の
情
報
収
集
を

開
始
し
、
利
用
実
績
や
広
報
の
効

果
等
を
踏
ま
え
、
助
成
内
容
の
見

直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て
判
断
し

て
い
く
。

（公明党）

野
の

中
なか

  宣
のぶあき

明 12

※２ネーミングライツ…施設に企業名や商品名などを冠した愛称を命名する権利を付与するもの。
※３サウンディング型市場調査…事業発案段階や事業化検討段階において、事業内容や事業スキーム等に関して、直接の対話によ

り民間事業者の意見や新たな事業提案の把握等を行うことで、対象事業の検討を進展させるための情報収集を目的とした手法。
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民生委員・児童委員の活動について

孤独・孤立に悩む若者にまなざしを

佐賀市学校教育の現状と課題を問う

民生委員・児童委員の集いで
研修会等を開催

あなたはひとりじゃない
ひとりで抱え込まないで！

中学生にとって部活動は大き
な存在。理想的なあり方は

問　
民
生
委
員
の
な
り
手
が
少
な
く
、

自
治
会
長
が
苦
慮
さ
れ
て
い
る
。
①

民
生
委
員
の
定
数
は
②
1
人
の
民
生

委
員
が
担
当
す
る
世
帯
数
の
規
定
は

③
担
当
地
域
の
変
更
は
可
能
か
④
民

生
委
員
を
兼
務
し
て
い
る
自
治
会
長

は
何
名
か
⑤
民
生
委
員
の
欠
員
を
無

く
す
た
め
、
負
担
軽
減
に
向
け
た
策

は
。

答
　
①
本
市
の
定
数
は
現
在

５
４
５
名
。
現
員
数
は
現
在
５
２
８

名
で
、
欠
員
が
17
名
②
県
の
条
例

で
は
、
70
世
帯
か
ら
２
０
０
世
帯

と
規
定
さ
れ
て
い
る
③
定
数
の
増

減
を
伴
わ
な
け
れ
ば
可
能
。
自
治

会
の
単
位
や
関
係
団
体
と
の
関
連

性
、
担
当
地
域
の
範
囲
な
ど
、
地

域
ご
と
の
状
況
に
よ
り
決
め
ら
れ

て
お
り
、
見
直
し
に
は
地
区
内
で

の
十
分
な
協
議
が
必
要
④
２
月
現

在
で
28
名
⑤
関
係
機
関
等
に
、
民

生
委
員
は
つ
な
ぎ
役
と
い
う
こ
と
を

周
知
し
、
負
担
の
軽
減
を
図
る
よ
う

努
め
る
。
ま
た
、
民
生
委
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
問
題
点
を
把
握

し
、
軽
減
策
を
検
討
す
る
。

問　
オ※

４
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
に
見
ら
れ
る

若
者
の
薬
物
依
存
や
健
康
被
害
の
背

景
に
は
、
悩
み
や
困
り
ご
と
を
吐
露

す
る
相
手
が
い
な
い
孤
独
・
孤
立
の

問
題
が
あ
る
①
市
の
現
在
の
取
り
組

み
は
②
若
者
が
相
談
し
や
す
い
工
夫

が
必
要
で
は
③
地
域
や
各
種
支
援
団

体
と
の
連
携
で
幅
広
く
声
を
拾
い
上

げ
る
た
め
に
は
。

答
　
①
専
門
の
相
談
員
を
配
置
し
、

学
校
や
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援
、

学
校
生
活
や
親
子
関
係
な
ど
悩
み

に
対
す
る
電
話
・
メ
ー
ル
相
談
受

け
付
け
な
ど
を
行
っ
て
い
る
②
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
で
相
談
窓
口
の
紹

介
を
行
っ
て
い
る
が
、
重
篤
な
状

況
に
な
っ
て
相
談
す
る
ケ
ー
ス
も

増
加
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活

用
し
た
周
知
方
法
も
今
後
検
討
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
③
研
修
会
を

通
じ
、
地
域
の
大
人
に
子
ど
も
た

ち
が
抱
え
る
問
題
を
共
有
し
て
い

た
だ
き
、
孤
独
を
感
じ
る
若
者
が

多
い
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
活
動

を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　
①
特
別
支
援
学
級
の
充
実
に
向

け
て
の
施
策
は
②
佐
賀
市
南
部
に
特

別
支
援
学
校
を
設
置
す
べ
き
で
は
③

教
育
長
の
部
活
動
へ
の
思
い
は
④
地

域
の
受
け
皿
は
確
保
で
き
る
の
か
⑤

新
年
度
に
向
け
、
教
育
長
の
意
気
込

み
を
問
う
。

答
　
①
学
校
生
活
支
援
員
等
の
配

置
、
ま
た
学
級
担
任
等
へ
の
研
修

で
指
導
力
向
上
を
図
っ
て
い
る
②

周
辺
市
町
と
連
携
し
、
県
に
働
き

か
け
た
い
③
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
機
会
の
保
障
、
社
会
性
の

育
成
な
ど
意
義
は
大
き
い
が
、
長

時
間
練
習
の
弊
害
や
少
子
化
に
よ

る
活
動
存
続
の
問
題
な
ど
も
あ
り
、

活
動
量
と
内
容
の
見
直
し
が
必
要

④
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
各
団
体
と

意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
受
け

皿
確
保
に
努
め
た
い
⑤
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
新
し
い
時
代
を

生
き
抜
く
力
を
養
う
た
め
、
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、
不
断
の

取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

神野公園の未来について考えよう！

市営バス運転士の人材確保について

自治体新電力で地域内の経済循環を

負担を将来に先送りにしないために

駐車場整備が今後の課題

市営バス運転士
絶賛募集中！！

地域と共生する
再生可能エネルギー！

１４１. ６億円⇦市の建物に
かかるコストの１年平均額！

問　
①
桜
の
名
所
で
あ
り
な
が
ら
桜

の
木
の
老
齢
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
だ

が
新
た
に
植
樹
す
べ
き
で
は
②
安
心
安

全
の
た
め
の
照
明
灯
増
設
と
雰
囲
気
づ

く
り
に
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
や
間
接
照
明
を

設
置
す
べ
き
で
は
③
カ
ブ
ト
ム
シ
等
昆

虫
採
集
が
で
き
る
よ
う
ク
ヌ
ギ
な
ど
広

葉
樹
の
植
樹
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
　
①
桜
の
寿
命
は
60
年
程
度
で
、

神
野
公
園
の
桜
も
老
齢
化
が
進
ん
で

い
る
た
め
平
成
27
年
度
以
降
に
70
本

植
樹
し
た
。
今
後
も
計
画
的
に
植
え

替
え
を
行
う
②
実
施
設
計
で
施
設
の

配
置
や
園
路
を
計
画
す
る
が
、
周
辺

へ
の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
、
公
園

内
の
照
度
が
保
て
る
よ
う
、
ま
た
、

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
で
の
雰
囲
気
づ
く

り
も
併
せ
て
考
え
た
い
③
公
園
内
で

の
昆
虫
と
の
触
れ
合
い
も
必
要
な
要

素
。
昆
虫
採
集
で
人
気
の
カ
ブ
ト
ム

シ
が
好
む
ク
ヌ
ギ
等
の
植
樹
も
検
討

し
た
い
。

問　
現
状
で
も
市
営
バ
ス
運
転
士
は

不
足
気
味
で
あ
る
な
か
で
「
働
き
方
改

革
関
連
法
」
適
用
は
目
前
で
あ
る
。
か

ね
て
か
ら
提
案
し
て
い
る
が
、
定
年
退

職
者
の
多
く
が
50
歳
代
半
ば
で
大
型
免

許
の
保
有
率
も
高
い
自
衛
隊
退
職
者
確

保
は
、
課
題
解
決
に
有
効
と
考
え
る
。

退
職
予
定
自
衛
官
へ
の
求
人
の
取
り
組

み
状
況
は
。

答
　
佐
賀
県
自
衛
隊
退
職
者
就
職

援
護
協
会
に
加
入
し
求
人
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
自
衛
隊
で
は
幅
広
い

年
齢
層
が
随
時
退
職
さ
れ
て
お
り
、

運
転
経
験
も
豊
富
で
将
来
の
バ
ス
運

転
士
と
し
て
有
望
な
人
材
が
い
る
と

考
え
る
。
今
年
度
は
合
同
企
業
説
明

会
等
に
参
加
し
て
再
就
職
先
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
退
職
自
衛
官
１
名
の
採
用

が
実
現
し
た
。
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
退
職
予
定
自
衛
官
を
対
象
に
し

た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
６
名
の
参

加
が
あ
り
、
自
衛
官
Ｏ
Ｂ
の
現
役
運

転
士
と
の
座
談
会
も
行
っ
た
。
今
後

も
さ
ま
ざ
な
な
手
段
を
講
じ
て
運
転

士
確
保
に
取
り
組
む
。

問　
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
目
的
と

す
る
清
掃
工
場
ご
み
発
電
の
電
気
の
売

却
先
は
県
外
の
小
売
電
力
事
業
者
で
あ

り
、
市
内
で
発
電
し
た
電
気
や
電
気
料

金
が
市
外
に
流
出
し
て
い
る
。
こ
の
問

題
解
決
と
再
エ
ネ
の
普
及
拡
大
の
た
め

に
地
元
企
業
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
自

治
体
新
電
力
の
導
入
が
必
要
で
は
。

答
　
対
策
と
し
て
地
元
資
本
に
よ

る
地
域
新
電
力
会
社
を
つ
く
る
こ
と

が
、
市
内
の
電
源
と
需
要
家
を
つ
な

ぐ
仕
組
み
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
新

電
力
事
業
の
実
現
可
能
性
や
新
電
力

会
社
の
設
立
可
能
性
を
調
査
し
た
。

新
電
力
事
業
は
地
元
企
業
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
と
も
に
取
り
組

む
こ
と
が
望
ま
し
く
、
各
主
体
の
合

意
形
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。
庁
内
及

び
関
係
者
と
の
調
整
を
行
う
と
と
も

に
、
市
内
事
業
者
等
と
の
意
見
交
換

や
勉
強
会
の
機
会
を
設
け
、
議
論
を

深
め
て
い
き
た
い
。
現
在
、
課
題
の

対
応
策
等
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
や
関
係

者
と
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

問　
人
口
減
少
の
影
響
で
、
公
共
施

設
の
維
持
管
理
に
は
大
き
な
負
担
が
予

想
さ
れ
る
。
市
の
計
画
に
基
づ
く
総
量

の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
①
財
政

状
況
は
②
計
画
の
総
量
10
％
削
減
目
標

の
進
捗
は
③
今
後
実
行
へ
の
取
り
組
み

は
。

答
　
①
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
改
定
の
際
に
使
っ
た
令
和
２
年

度
の
中
期
財
政
計
画
で
み
る
と
、
令

和
５
年
度
の
財
政
状
況
は
厳
し
く

な
っ
て
い
る
②
支
所
庁
舎
の
複
合
化

等
で
一
定
の
延
べ
床
面
積
が
削
減
で

き
た
も
の
の
、
新
た
な
施
設
整
備

や
旧
施
設
の
未
解
体
等
に
よ
り
平
成

28
年
度
と
令
和
５
年
度
の
比
較
で
は

３
・
４
％
増
加
し
て
い
る
③
今
年
度

設
置
し
た
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
会
議
に
お
い
て
情
報
共
有
し
議

論
を
深
め
、
具
体
的
な
計
画
を
検
討

し
た
い
。
ま
た
施
設
利
用
者
と
の
合

意
形
成
を
図
り
、
目
標
に
向
け
て
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

（自民清流）

御
みくりや

厨  洋
ひろゆき

行 16

（自民政進会）

諸
もろどみ

冨  八
や ち よ

千代 17
（ネットワーク佐賀）

山
やま

田
だ

  誠
せいいちろう

一郎 13

（自民さが）

江
え

原
はら

  新
しん

子
こ 18

（ネットワーク佐賀）

江
え

口
ぐち

  善
よし

己
み 14

（自民政進会）

嘉
か

村
むら

  弘
ひろかず

和 19
（公明党）

村
むらおか

岡  卓
たかし 15

小学校給食費無償化の副次的効果は

給食費の無償化を望む声は
大きい

問　

無
償
化
に
約
６
億
円
の
費
用

が
か
か
る
が
、
該
当
世
帯
で
合
計
約

６
億
円
の
可
処
分
所
得
が
増
え
る
。

こ
れ
に
よ
り
市
内
総
生
産
が
拡
大
し
、

市
内
経
済
に
好
影
響
を
も
た
ら
す
と

考
え
る
。
ま
た
、
無
償
化
に
よ
り
周

辺
地
域
か
ら
の
人
口
流
入
や
自
然
増

も
期
待
で
き
る
。
本
市
も
無
償
化
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答
　
無
償
化
に
よ
り
可
処
分
所
得

が
増
加
し
た
場
合
の
使
途
、
取
扱

い
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
の
状
況

に
よ
り
異
な
る
と
考
え
ら
れ
、
市

内
経
済
に
ど
の
程
度
影
響
が
あ
る

か
を
予
測
す
る
の
は
難
し
い
。
ま

た
、
無
償
化
に
よ
る
人
口
の
社
会

増
や
経
済
活
性
化
は
、
都
市
の
状

況
に
よ
り
差
異
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

あ
く
ま
で
も
副
次
的
な
も
の
で
は

な
い
か
と
捉
え
て
い
る
。
国
は
、

少
子
化
対
策
を
目
的
と
し
て
現
在

検
討
を
行
っ
て
お
り
、
市
で
も
検

討
課
題
の
一
つ
と
し
て
認
識
し
て

い
る
が
、
国
か
ら
の
財
政
的
支
援

が
な
け
れ
ば
実
施
は
難
し
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

（自民さが）

稲
いな

葉
ば

  嵩
たかひろ

広 20

※４オーバードーズ…医薬品等の決められた用量を守らずに大量・頻回に服用すること。
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新幹線　佐賀市としての立場を示せ

県民ミュージカル受け、対応を問う

蓮池公園をまちづくりの拠点に！

新幹線このままでいいのか
佐賀市！

県民 200 名規模の出演で成
功したアリーナミュージカル

市の文化度が疑われる？８年
間放置されている天

てんしえん
賜園石碑

問　
四
国
や
東
九
州
で
新
幹
線
を
誘

致
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。

西
九
州
ル
ー
ト
で
は
、
久
留
米
分
岐

の
南
ル
ー
ト
案
が
声
高
で
あ
る
。
市

長
は
、
こ
れ
ま
で
の
県
の
考
え
を
な

ぞ
る
よ
う
な
答
弁
ば
か
り
し
て
い
る

が
、
佐
賀
市
に
と
っ
て
何
が
最
適
な

の
か
、
市
と
し
て
の
立
場
を
明
ら
か

に
す
べ
き
で
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
国
か
ら
は
、
仮
に

フ
ル
規
格
で
整
備
す
る
場
合
の
３
つ

の
ル
ー
ト
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
は
国
の
視
点
で
見
た
も

の
で
あ
り
、
本
市
と
し
て
判
断
す
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
材
料
が
不
足
し
て

い
る
。
市
民
生
活
に
大
き
く
影
響
す

る
論
点
が
数
多
く
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
状
況
で
は
、
本
市
と
し
て
判
断
す

る
上
で
の
重
要
な
要
素
を
欠
い
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
整
備
方
式
や
ル
ー

ト
で
も
、
市
民
の
利
便
性
や
本
市
の

発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
が
最
重
要
と

考
え
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
情
報
を

取
り
な
が
ら
、
市
と
し
て
の
考
え
を

深
め
た
い
。

問　
今
年
１
月
の
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー

ナ
で
の
県
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
上
演
は

全
国
で
も
稀
有
。
主
な
練
習
会
場
の

メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
で
は
ホ
ー
ル
使
用
と

体
育
使
用
の
料
金
格
差
が
大
き
く
、

市
民
団
体
に
は
負
担
と
な
っ
た
。
市

民
の
文
化
芸
術
活
動
を
支
援
す
る
上

で
、
利
用
し
や
す
い
対
応
や
支
援
を

求
め
る
が
ど
う
か
。

答
　
メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー

ル
の
、
午
後
６
時
か
ら
９
時
ま
で

３
時
間
の
使
用
料
金
は
、
ホ
ー
ル

利
用
で
９
６
７
０
円
、
体
育
利
用

で
１
７
５
０
円
で
あ
る
。
使
用
料

金
に
つ
い
て
は
、
使
用
目
的
や
予

約
の
時
期
で
異
な
っ
て
お
り
、
運

用
に
変
更
の
予
定
は
な
い
。
こ
れ

か
ら
の
文
化
や
芸
術
の
振
興
に
は
、

市
民
、
県
民
の
力
に
よ
る
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。
市
民
に
よ
る

文
化
振
興
活
動
を
今
後
も
し
っ
か

り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
と
も
に
、

活
動
の
現
場
に
出
向
く
な
ど
し
な

が
ら
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
寄

り
添
い
支
援
し
て
い
く
の
か
を
考

え
て
い
き
た
い
。

問　
「
公
園
を
見
る
と
、
そ
の
ま
ち

の
文
化
度
が
測
れ
る
」
と
言
わ
れ
る
。

蓮
池
公
園
の
発
想
の
基
礎
と
な
っ
た

江
戸
時
代
の
「
天て
ん
し
え
ん

賜
園
」
の
石
碑
が

８
年
間
も
放
置
さ
れ
て
い
る
現
状
は

嘆
か
わ
し
い
。
い
ま
一
度
、
１
５
０

年
来
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
地
元
住
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
つ
く
り
上

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
石
碑
は
、
熊
本
地
震
後
の
点

検
で
危
険
な
状
態
に
あ
る
と
判
断

し
、
元
の
場
所
か
ら
移
し
て
仮
置

き
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
こ

れ
ま
で
の
歴
史
等
を
踏
ま
え
、
設

置
場
所
を
検
討
し
た
い
。
今
後
は
、

老
朽
化
し
た
案
内
板
の
改
修
、
桜

の
生
育
状
態
を
改
善
す
る
た
め
の

土
壌
調
査
、
割
れ
て
使
用
禁
止
と

な
っ
て
い
る
石
橋
の
復
旧
、
さ
び

た
欄
干
の
塗
り
替
え
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。
蓮
池
藩
の
歴
史
を
大

切
に
し
、
蓮
池
公
園
を
地
域
の
拠

点
と
し
て
捉
え
て
お
ら
れ
る
地
域

の
方
々
と
共
に
、
公
園
の
今
後
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

市長の市政運営・政治姿勢を問う

坂 井 市 長 の 政 策 ビ ジ ョ ン
は！？

問　
①
市
長
が
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲

げ
る
「
リ
ッ
チ
・
ロ
ー
カ
ル
佐
賀
市
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
②
令
和
５

年
度
当
初
予
算
で
掲
げ
た
政
策
の
進

捗
状
況
は
③
今
年
度
政
策
に
取
り
組

ん
で
き
た
中
で
見
え
て
き
た
課
題
は
。

ま
た
そ
の
対
策
は
。

答
　
①
人
口
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
減
少
し

て
い
く
が
、
だ
か
ら
こ
そ
今
後
は
一

人
一
人
の
個
性
や
可
能
性
、
地
方

が
持
つ
価
値
に
光
を
当
て
、
佐
賀

市
独
自
の
よ
さ
を
高
め
、
豊
か
な

地
方
都
市
と
す
る
こ
と
②
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
佐
賀
の
地
勢
を

生
か
し
た
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
に
よ
っ

て
大
雨
に
よ
る
浸
水
面
積
を
３
分

の
１
減
少
で
き
た
。
ま
た
、
Ｄ
Ⅹ

の
取
り
組
み
で
公
式
ス
ー
パ
ー
ア

プ
リ
を
リ
リ
ー
ス
し
市
民
目
線
で

の
利
便
性
向
上
に
努
め
た
③
政
策

を
進
め
る
際
、
賛
否
が
分
か
れ
た

り
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
が
、

難
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
挑
戦
す

る
姿
勢
で
取
り
組
み
た
い
。

（緑楠自民）

川
かわはら

原田
だ

  裕
ひろあき

明 24

（自民さが）

江
えがしら

頭  弘
ひろ

美
み 21

（自民清流）

西
にしおか

岡  真
しんいち

一 22

（市民共同）

山
やました

下  明
あき

子
こ 23

委員会活動リポート
常任委員会や特別委員会などは、市民生活に深く関わる課題などについて、会期中以外にも調査、研究を
行っています。最近の活動内容を紹介します。

佐賀空港の自衛隊駐屯地計画に関する
調査特別委員会

中核市移行に関する調査特別委員会

経済産業委員会

議会広報広聴委員会

１月12日（金）
１月22日（月）

２月13日（火）

１月24日（水）、25日（木）

２月8日（木）、9日（金）　

２月９日（金）

現地視察　佐賀空港ターミナルビルの屋上で駐屯地
工事の進捗状況について説明を受けた後、国造搦樋
門で排水関連施設の概要等について説明を受けまし
た。この施設は、駐屯地等に降った雨水を一時的に
貯留して、堤防の外から取水した海水と混合し排水
するもので、有明海漁協の要望に基づき設置される
ものです。

【執行部説明】これまで５回の庁内検討会で調査検討
してきた。中核市として目指す将来像の案として、「健
幸」をまんなかに、「活躍できるステージ」と「ほっ
とできる居場所」がある街をイメージし、もっとウェ
ルビーイングな暮らしづくりを目指すことを議論し
た。検討課題として保健所設置や人材確保等がある。

行政視察　市議会では現在、議会だよりのリニュー
アル挑戦中です。先進地である広島県東広島市議会、
大阪府八尾市議会を視察し、リニューアルの手法や
改善点などを学び、大きな刺激を受けました。

行政視察　先行して中核市に移行している愛知県一宮
市議会、福井県福井市議会を視察し、中核市移行に至
るまでの経緯や、移行に伴う業務、保健所の設置、市
民の反応、移行の効果、今後の課題などの説明を受け
ました。

【執行部説明】駐屯地への誘導路整備及び空港水路の
改修工事において、空港建設に関する公害防止協定
書に定められた対策が適切に措置されているかを確
認するため、県と事前協議を行った。市として、適
切な対策が措置されていると判断されるため、「異議
なし」と回答する。

ＪＡとの勉強会を開催！
　ＪＡさがとＪＡ佐賀中央会から、後継者対策、さ
が園芸８８８運動の進捗状況、物流問題、労働力不足、
耕作放棄地など、直近の農業情勢に関する説明を受
けた後に、執行部も交えた意見交換を行いました。

工事中に発生した汚濁水等の水質検査の方法
は。
濁水処理施設に検査機器が設置され常時検査が行
われ、水質基準を満たしたものだけを排水する。

保健所の設置における医師や獣医師等の人材確保
は大きい問題である。現状の分析ではどのような
意見が出ているのか。
保健所設置は人材確保などの課題があるが、中核
市に移行したことによる行政サービスの効率化な
どのメリットも意見として出ている。
保健所設置も含めたあらゆる議論を通じて、中核
市に移行する、しないのどちらがより市民サービ
スの向上が図られるのかという議論を行ってい
く。
先行自治体では児童相談所の設置により子育て関
連事務がスムーズに進むようになったと聞く。児
童相談所の設置は検討しているのか。
中核市でも児童相談所を設置している自治体は少
なく、その要因として施設建設や人員配置に対し
て国から十分な財政支援がないことが挙げられ
る。現在、法定移譲事務をベースに検討を進めて
おり、任意移譲事務である児童相談所の設置は、
国や他市の動向を注視しながら検討していきた
い。

Q

Q

Q
A

A

A

愛知県一宮市議会の視察の様子
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令和５年９月定例会で市長に提出した附帯決議に対して、市長から回答がありました。概要を掲載します。
※附帯決議の内容は、さが市議会だより第 82 号または市議会ホームページでご確認ください。

①東名遺跡・埋蔵文化財センター整備事業

②民生委員・児童委員経費

③避難行動要支援者支援対策事業

▶「8000 年前、確かにここにくらしがあった」とい
うコンセプトを実現するため、来訪者や利用者の
目線での基本設計等の策定作業を進めます。

▶  建設に係るコストが高騰する中、必要な経費につ
いては十分吟味したうえで、適正な予算計上を行
います。

▶  市民への情報発信と、適時、議会への報告・相談
を行いながら取り組みます。

▶  民生委員・児童委員全員を対象にアンケート調査
を実施し、なり手不足の要因を分析します。調査
には、現在の委員が負担に感じることなどの項目
を加え、問題点等を把握し、負担軽減策を検討し
ます。

▶  委員推薦方法を見直し、幅広い人選がなされる仕 
組みを検討します。

▶  市社会福祉協議会とともに福祉協力員の実態把握
に努め、役割の確認等を行い、適切に連携が図ら
れるように支援します。

▶  名簿登録の機会を増やす取り組みとして、自治会理事会に対し、登録した
方が良いと思われる方に対しての登録申請のあっせんを依頼しました。

▶「災害要援護者の避難支援ガイドライン」の「関係機関共有方式」、「手上
げ方式」、「同意方式」以外の方式の有効性について、他都市の事例を調査
します。

▶  登録申請の案内文書をわかりやすい表現に改める等、運用改善を行います。
▶  危機管理防災課が実施している防災講座等に合わせて制度や名簿の活用に

ついて周知を図り、制度への理解を得られる機会を設けます。一人でも多
くの要支援者に避難支援が行き渡るよう、支援員の確保や地域における支
えあいの意識の醸成に努めます。

　「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律
の一部を改正する法律」が令和 3 年 6 月 16 日に公布・
施行され、政治分野においても、ハラスメントの防止
に資する研修の実施が規定されました。市議会では、
ハラスメントに対する正しい理解を深めるため、弁護
士の池辺健太氏を講師に招き、研修会を開催しました。

「令和４年度決算議案に対する附帯決議」について、市長からの対処方針が示されました

◎議会からの意見にどう対処するの？

◎ハラスメント防止研修を実施

市長

市長

市長

坂井市長（左）から回答書を受け取る山口議長（右）

附帯決議とは
市長（執行機関）から提案された予
算や条例などの議案に対して、その
執行に当たっての議会としての要望
や意見等を表すものです。法的な拘
束力はありませんが、市長は、この
要望や意見等を尊重する政治的・道
義的な責任を負います。

全文はこちらを
ご覧ください。

佐賀東高校×佐賀市議会  意見交換会を開催！
　
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
て
か
ら
、
は
や

８
年
。
学
生
生
活
を
過
ご
す

中
で
有
権
者
と
な
る
世
代
の

意
見
を
聞
き
、
交
流
を
深
め

る
た
め
、
令
和
６
年
２
月
２

日
に
、
高
校
生
と
議
会
広
報

広
聴
委
員
会
と
の
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
議
会
を
訪
れ
て
く
れ
た

の
は
、
佐
賀
東
高
等
学
校
一

年
生（
当
時
）の
18
人
。「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
、

市
の
職
員
出
前
講
座
を
活
用

し
、「
食
品
ロ
ス
問
題
」、「
ま

ち
づ
く
り
」
な
ど
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
各
ク
ラ
ス
の
代

表
６
人
が
、
議
場
の
演
壇
で

広
報
広
聴
委
員
や
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
を
前
に
、
作
成
し
た

ス
ラ
イ
ド
を
使
い
地
域
課
題

や
解
決
策
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
資
料
を
工
夫

し
、
た
く
さ
ん
練
習
を
重
ね

た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
、

素
晴
ら
し
い
発
表
で
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で

は
、
委
員
と
高
校
生
の
自
己

紹
介
に
始
ま
り
、
６
人
の
発

表
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
委
員

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
や
質
疑
応

答
を
行
い
、
双
方
に
と
っ
て

大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま

し
た
。

・
発
表
す
る
の
は
緊
張
し
ま

し
た
が
、
議
員
さ
ん
が
う
な

ず
き
な
が
ら
真
剣
に
聞
い
て

く
れ
て
い
た
の
で
、
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

・
議
場
で
の
発
表
は
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
。
議
員
の
人

た
ち
は
こ
の
緊
張
感
の
中
で

佐
賀
の
た
め
に
自
分
が
言
い

た
い
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と

を
話
し
て
い
る
の
か
と
思
う

と
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
私
は
、
人
前
に
出
て
発

表
し
た
り
、
話
し
た
り
す
る

こ
と
は
苦
手
で
す
が
、
今
回

の
発
表
で
少
し
自
信
が
つ
き

ま
し
た
。
と
て
も
い
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。

・
議
員
の
方
々
の
普
段
の
活

動
や
発
表
し
た
内
容
に
つ
い

て
の
感
想
を
聞
い
て
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
5
分
と
い
う
短
い
時
間
の

中
で
、
自
分
が
こ
の
テ
ー
マ

に
取
り
組
ん
だ
理
由
、
問
題

点
、
提
案
を
ま
と
め
る
。
こ

れ
は
議
員
に
と
っ
て
も
な
か

な
か
大
変
な
こ
と
で
す
が
、

皆
さ
ん
は
、
素
晴
ら
し
い
発

表
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
表
さ
れ
た
内
容
は
、
多

く
の
自
治
体
で
抱
え
て
い
る

問
題
で
す
。
市
民
生
活
の
こ

と
を
よ
く
考
え
て
お
り
、
本

当
に
頼
も
し
い
子
ど
も
た
ち

だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
か
ら
地
方
議
員
が

出
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
切

に
希
望
し
、
期
待
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を

ぜ
ひ
、
ま
た
持
た
せ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

“佐賀の農業”“新幹線問題”“過疎化と経済活動”“空き家問題”“佐賀の産業”

議場での緊張感あふれる発表、お疲れさまでし
た！

いつもは議案の審査などの会議を行っている
議会棟会議室での意見交換

“ごみ問題”

参
加
し
た
皆
さ
ん
の
感
想

広
報
広
聴
委
員
の
感
想



常任委員会
議員は、総務、福祉教育、経済産業、
建設環境の４つの常任委員会の
うちのいずれか１つに所属して
います。

特別委員会
特別委員会はその時々に必要と
される事項について調査するた
めに設置します。現在は、３つ
の特別委員会があります。

▶ 佐賀空港の自衛隊駐屯地計画に関する調査特別委員
会（駐屯地）

▶ 中核市移行に関する調査特別委員会（中核市）
▶ 九州新幹線整備に関する調査特別委員会（新幹線）

議員からの
メッセージ

　
５
月
18
日
か
ら
６
月
８
日
ま
で
の

期
間
に
、
議
員
35
名
が
７
名
ず
つ
の

５
班
に
分
か
れ
て
、
市
内
９
カ
所
で

令
和
６
年
度
議
会
報
告
会
「
み
ん
な

で
か
た
ろ
う
！
市
民
と
議
員
の
意
見

交
換
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
校
区
に
関
係
な
く
、

ど
の
会
場
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
議
員
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
る
の
？
佐
賀
市
の
今
と
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
？
な
ど
の
疑
問
を
お
持
ち
の
方

や
、
議
員
に
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る

方
、こ
れ
ま
で
議
員
と
接
点
が
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
こ
の
機
会
に
会
っ
て
み

た
い
方
な
ど
、
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

氏名
会派名
所属委員会
常任・特別

江頭 弘美
自民さが

福祉教育・中核市

えがしら  ひろ　み

▶久保田公民館（5/25）
▶フォレスタふじ（6/8）

1班

社
会
を
つ
く
る
源
は
教
育
で
あ

る
。
だ
か
ら
教
育
よ
り
大
切
な

も
の
な
ん
て
、
な
い
！
を
モ
ッ

ト
ー
に
こ
れ
か
ら
も
市
民
目
線

で
頑
張
り
ま
す
。

江原 新子
自民さが
総務・駐屯地

え  はら　しん  こ

未
来
を
見
据
え
て
福
祉
の
充
実

を
。
安
心
し
て
子
育
て
出
来
る

ま
ち
に
。
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を

傾
け
、
佐
賀
の
た
め
に
全
力
で

取
り
組
み
続
け
ま
す
。

重松　 徹
自民清流

福祉教育・新幹線

しげ まつ　　  とおる

初
心
忘
れ
ず
市
民
の
「
声
」
を

し
っ
か
り
と
聞
き
、
大
好
き
な

佐
賀
市
の
た
め
、
い
つ
も
心
を

前
向
き
に
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題

に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

野中 宣明
公明党

建設環境・新幹線

の   なか　のぶ あき

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
『
コ

ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
』
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

宮﨑　 健
自民さが

建設環境・駐屯地

みや ざき　　　たけし

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
素
晴
ら

し
い
文
化
や
歴
史
そ
し
て
愛
す

る
佐
賀
ん
ま
ち
を
残
す
た
め
、

頑
張
り
ま
す
。
若
さ
と
情
熱
で

佐
賀
を
元
気
に
！

藤田 佳典
ネットワーク佐賀
総務・中核市

ふじ  た　  よしのり

一
男
四
女
の
父
で
す
。
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
安

心・安
全
な
町
づ
く
り
。
親
世
代
・

祖
父
母
世
代
の
生
活
の
安
定
を

目
指
し
ま
す
！

村岡 　卓
公明党

経済産業・駐屯地

むら おか　      たかし

現
場
第
一
主
義
で
、
み
な
さ
ん

の
声
に
耳
を
傾
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。「
一
歩
前
へ
」
の
精
神
で
、

市
政
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み

ま
す
。

福井 章司
自民政進会
総務・駐屯地

ふく  い　しょう じ

▶エコプラザ（清掃工場）（5/25）
▶巨勢公民館（5/26）

2班

市
民
の
代
表
と
し
て
、
何
事
も

信
念
を
持
っ
て
、
失
敗
を
恐
れ

る
こ
と
な
く
、
必
要
に
応
じ
て

は
大
胆
に
行
動
し
ま
す
。

中島 妙子
公明党

総務・新幹線

なか しま　たえ   こ

「
心
こ
そ
大
切
な
れ
」
が
座
右
の

銘
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
お

声
に
耳
を
傾
け
、
一
人
一
人
が

輝
く
佐
賀
市
を
築
い
て
ま
い
り

ま
す
。

中村 宏志
公明党

福祉教育・中核市

なか むら　ひろ  し

生
活
現
場
の
課
題
や
市
民
皆
さ

ま
の
志
と
声
に
寄
り
添
い
、
安

全
安
心
な
街
を
目
指
し
、
新
時

代
に
向
か
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
提

案
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山田 誠一郎
ネットワーク佐賀
建設環境・新幹線

やま  だ　  せい いち ろう

明
る
く
、
住
み
や
す
い
佐
賀
市

を
見
据
え
て
、
誰
も
が
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
市
民

の
皆
さ
ま
と
共
に
!!

久米 勝也
ネットワーク佐賀
経済産業・中核市

く　  め　 かつ　や

現
場
第
一
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
皆

さ
ま
の
声
を
し
っ
か
り
聞
き
、

暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
が
で

き
る
よ
う
に
政
策
提
言
し
て
ま

い
り
ま
す
。

稲葉 嵩広
自民さが

福祉教育・新幹線

いな  ば　  たかひろ

日
頃
の
議
員
活
動
で
は
お
聞
き

で
き
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の

市
政
へ
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

江口 善己
ネットワーク佐賀
経済産業・駐屯地

え  ぐち　よし　み

人
生
百
年
・
生
涯
現
役
を
目
指

し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
に
励
み
、
国
ス
ポ
・
全
障
ス

ポ
を
機
に
、
明
る
く
元
気
な
佐

賀
市
に
努
め
ま
す
。

黒田 利人
緑楠自民

建設環境・駐屯地

くろ   だ　  とし  と

▶川上公民館（5/18）
▶産業振興会館（諸富）（5/18）

4班

安
心
・
安
全
で
、
市
民
が
佐
賀
に

住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
民
と

共
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

西岡 真一

自民清流
経済産業・中核市

にし おか　しん いち

佐
賀
市
の
活
性
化
の
た
め
、
地
域

課
題
解
決
の
た
め
、
皆
さ
ま
の
安

全
安
心
の
た
め
、
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

山口 弘展
緑楠自民

福祉教育・(議長 )

やまぐち　ひろ のぶ

ま
ず
は
現
場
！
市
民
の「
生
の
声
」

を
大
切
に
、
住
ん
で
い
て
よ
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

川原田 裕明

緑楠自民
経済産業・駐屯地

かわ はら  だ　  ひろあき

元
気
な
街
づ
く
り
は
、
市
政
発
展

の
源
。
現
場
で
生
の
声
を
聞
き
、

さ
ら
な
る
対
話
を
深
め
、
今
一
歩

の
前
進
を
目
指
し
、
日
々
精
進
す

る
。

永渕 史孝
自民政進会
総務・新幹線

なが ふち　ふみ たか

日
々
精
進
す
る
こ
と
で
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
そ
れ
ぞ
れ
歩
む
素
敵
な

人
生
を
、
当
市
で
乗
り
越
え
て
い

く
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

諸冨 八千代

自民政進会
経済産業・中核市

もろどみ　  や　 ち　 よ

人
口
減
少
、
気
候
変
動
に
直
面
す

る
時
代
、
皆
さ
ま
と
一
緒
に
子
ど

も
た
ち
に
誇
れ
る「
佐
賀
の
ま
ち
」

を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

松永 憲明
ネットワーク佐賀
福祉教育・駐屯地

まつ なが　けん めい

児
童
・
生
徒
が
生
き
生
き
と
学
べ

る
た
め
教
員
の
働
き
方
改
革
、
学

校
給
食
の
無
償
化
、
持
続
可
能
な

中
山
間
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

嘉村 弘和
自民政進会

建設環境・新幹線

か　むら　ひろかず

▶南川副公民館（5/26）

3班

皆
さ
ん
の
声
を
大
切
に
、
皆
さ
ん

と
ご
一
緒
に
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
解

決
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
へ
心
を
注

ぎ
ま
す
。

富永 明美
ネットワーク佐賀
福祉教育・新幹線

とみ なが　 あけ  み

政
治
を
も
っ
と
分
か
り
や
す
く
身

近
に
！
子
育
て
・
教
育
を
中
心
と

し
な
が
ら
皆
さ
ま
の
声
を
つ
な
ぎ

政
策
提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
！

中野 茂康
緑楠自民

経済産業・中核市

なか  の　  しげ やす

農
業
、
漁
業
、
林
業
の
担
い
手
の

減
少
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
一
次
産

業
の
繁
栄
が
、
佐
賀
市
の
発
展
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ガ
ン
バ
ロ
ー

重田 音彦
緑楠自民
総務・新幹線

しげ   た　 なる ひこ

「
平
凡
道
を
非
凡
に
歩
め
」
を
心

に
刻
み
、
市
民
の
真
の
願
い
に
手

が
届
く
佐
賀
市
議
会
を
目
指
し
ま

す
。

堤　 正之
自民政進会

福祉教育・駐屯地

つつみ　　  まさ  ゆき

皆
さ
ん
の
声
は
議
員
活
動
の
糧
と

な
り
ま
す
。
住
み
よ
い
佐
賀
市
を

つ
く
る
た
め
、
議
会
報
告
会
を
通

じ
て
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

御厨 洋行
自民清流

建設環境・新幹線

みくりや　 ひろゆき

「
子
ど
も
・
若
者
・
応
援
宣
言
！
」

川副 龍之介
自民さが

経済産業・駐屯地

かわ そえ  りゅう の　すけ

市
民
福
祉
の
向
上
と
市
政
発
展
を

目
指
し
ま
す
。「
愛
を
も
っ
て
正

義
を
貫
き
子
ど
も
の
た
め
に
！
」

西岡 義広
自民さが

建設環境・新幹線

にし おか　よし ひろ

▶日新公民館（5/26）
▶本庄公民館（6/1）

5班

„
い
つ
も
地
域
で
足
ふ
ん
ば
っ
て“

を
モ
ッ
ト
ー
に
「
初
心
忘
る
べ
か

ら
ず
」
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

実松 尊信

緑楠自民
建設環境・中核市

さね まつ　たか のぶ

決
断
、突
破
、解
決
。
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
、
住
民
目
線
と
行
動
力
を

も
っ
て
、
市
民
が
誇
れ
る
佐
賀
市

に
な
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。

千綿 正明
自民さが

経済産業・中核市

ち  わた　まさ あき

子
育
て
し
や
す
い
佐
賀
市
に
す
る

た
め
に
、
粉
骨
砕
身
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

山下 明子

市民共同
福祉教育・中核市

やま した　あき   こ

議
会
は
住
民
の
代
表
機
関
で

す
。
議
会
を
使
い
倒
し
て
く
だ

さ
い
。„
住
民
こ
そ
主
人
公“
の

初
心
忘
れ
ず
、
小
さ
な
声
に
心
よ

せ
て
働
き
ま
す
。

平原 嘉德
自民清流
総務・駐屯地

ひら ばる　よし のり

一
以
貫
之
。「
深
い
真
心
を
も
っ

て
一
つ
の
思
い
を
貫
き
通
す
」
と

い
う
意
味
で
す
が
、
市
民
の
幸
福

感
向
上
に
向
け
、
信
念
を
貫
き
通

し
ま
す
。

川﨑 健二

自民さが
総務・中核市

かわさき　 けん  じ

佐
賀
市
は
人
口
が
毎
年
１
０
０
０

人
ず
つ
減
少
し
て
い
ま
す
。
知
恵

を
出
し
合
っ
て
明
る
い
佐
賀
市
の

未
来
を
創
造
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

松永 幹哉
自民さが

総務・(副議長 )

まつ なが　みき   や

明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
安
心

し
て
渡
す
こ
と
が
で
き
る
豊
か
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。「
和
を
以
て
貴
し
と
な
す
」

い
ち

　い

　か
ん

　し

会場

会場

会場

会場 会場

「所属委員会」について
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令和６年度
議会報告会

　今年は４年ぶりに、皆さまの地区に議員がおじゃまします。
「議会のしくみ」や「会議の流れ」などを分かりやすくお伝えし、
「皆さまからの声」を伺います。議会や市に伝えたいことを、
ぜひお聞かせください。

無　料 申込不要 どの会場に参加してもＯＫ

　 「さが市議会だより」の表紙を飾っていただいている佐賀北高等学校
書道部のみなさんです。令和６年２月に開催された第 28 回全日本高等
学校書道コンクールでは、５回連続となる団体の最優秀校に選ばれ、
27回目の日本一に輝かれました。
　おめでとうございます！

この冊子は1部あたり21円で制作しています。
（ただし人件費など間接経費はふくまれていません。） この印刷物は大豆インキ

を使用しています。

再生紙を
使用しています。

　リニューアル挑戦中の議会
だよりをお届けします。「多く
の市民の皆さまに親しんで読
んでいただきたい」と考え、先
進地視察で学んだ内容を生か
し、紙面の構成にも委員がい
ろいろと知恵を絞り、ブラッ
シュアップしておりますが、
いかがだったでしょうか。今
年度は、議会報告会を市内９
カ所で開催します。ぜひ足を
お運びください。今後とも全
議員一丸となって努めてまい
りますので、どうぞよろしく
お願い申し上げます。

（御厨洋行）

編 集 後 記

編集後記

みんなでかたろう！
市民と議員の意見交換会

日
本
一
お
め
で
と
う
！

日  付 時  間 会  場 所在地 担当

５月１８日（土）
10:00 ～ 11:30 川上公民館 大和町川上 3203 － 1 4 班

19:00 ～ 20:30 産業振興会館（諸富） 諸富町為重 529 －５ 4 班

５月２５日（土）
13:30 ～ 15:00 エコプラザ（清掃工場） 高木瀬町長瀬 2369 ２班

14:00 ～ 15:30 久保田公民館 久保田町新田 3331 － 3 １班

５月２６日（日）

10:00 ～ 11:30 巨勢公民館 巨勢町高尾 104 － 17 ２班

10:00 ～ 11:30 南川副公民館 川副町鹿江 422 － 1 ３班

14:00 ～ 15:30 日新公民館 長瀬町 1 － 20 ５班

６月　１日（土） 10:00 ～ 11:30 本庄公民館 本庄町本庄 279 － 8 ５班

６月　８日（土） 18:00 ～ 19:30 フォレスタふじ 富士町古湯 2624 １班
班編成は、Ｐ２２・２３をご覧ください。

24さが市議会だより第 85号（令和 6年 2月定例会）

６月定例会は、６月 10日（月）午前 10時に開会予定です。
会期日程等については、開会日に正式決定し、HPでお知らせします。


